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＜2月19日（火曜日） 10　00～17：50＞
挨　拶 国立極地研究所長 （10：00～1010）
1．共役点観測
1．　佐藤夏雄，藤井良一（極地研），
　　荒木　喬（弘前大・教育），
　　国分　征（東大・理），
　　Th。　Saemundsson（アイスランド大）
座長　　湯元清文（東北大・理）
（10：00～12：00）
　アイスランドにおける共役点観測
　　一昭和59年度観測報告一
2。　松戸孝（電通大），佐藤夏雄（極地研），
　　芳野越夫（電通大），
　　共役点観測グループ
アイスランド3点観測による
Periodic　VLF　Emissionの特性
3．　佐藤夏雄（極地研）．
　　J．A．　Holtet（オスロ大），
　　共役点観測グループ
ヵスプ領域（スピッッベルゲン）とオー
ロラ帯（アイスランド）における
VLF放射の同時観測
4．　桜井　亨（東海大・工），
　　佐藤夏雄，藤井良一（極地研），
　　利根川豊（東海大・工），
　　共役点観測グループ
アイスランド多点観測によるPi2脈動
の波動特性
5．利根川　豊（東海大・工），
　　福西　浩、佐藤夏雄（極地研），
　　共役点観測グループ
アイスランド多点観測によるPg脈動
の波動特性
6．　荒木　喬（弘前大・教育），
　　佐藤夏雄，藤井良一（極地研），
　　菊池　崇（電波研），
　　国分　征（東大・理）
アイスランドにおけるノルウェーオメ
ガ局（12．1kHz）の観測結果について
皿．カスプ領域（1）
7．巻田和男（拓殖大）
座長　　寺　沢　敏　夫　（宇宙研）
（13：00～15：30）
　Polar　cusp　Phenomena（Review）
　－electron　precipitation　dataから
　　の側面一
一 1一
8．国分征（東大・理）
　　巻田和男（拓殖大）
カスプ領域の経度的広がりと太陽風
9。賀谷信幸，松本治弥（神戸大・工），
　　向井利典（宇宙研）
カスプ領域におけるイオンのEnergy
Dispersion
10。南　繁行（大阪市大・工） 磁気圏入射プラズマのIMF依存性
11．亀井豊永，荒木　徹，
　　家森俊彦（京大・理）
MAGSAT衛星とAEイソデックスで
見たカスプ領域の磁場変動の性質
12．家森俊彦，池田達哉，中川晃成
　　（京大・理）
カスプ領域小規模磁場擾乱の統計的性?
13．山内正敏，荒木　徹，家森俊彦，
　　亀井豊永（京大・理）
MAGSATで見たcusp　By　current
の時間変化
皿．カスプ領域（0）
14．鮎川　勝（極地研），巻田和男
　　（拓殖大），国分　征（東大・理）
座長　　山　本　達　人　（東大・理）
（15：45～17：50）
　南極点基地（地磁気緯度～78．8°S）で
　昼間側オーロラが見えない時の関連現
　象について
15。恩藤忠典、中村義勝（電波研） ISIS衛星によって観測されたカスプ領
域のVLF放射
16．林　幹治，山本達人，小口　高
　　（東大・理）
カスプオーロラと関連ULF，　VLF
波動特性（速報）
17。友村　清，桜井　亨（東海大・工） 高緯度磁気圏境界領域での電磁流体
波動特性
18．利根川　豊（東海大・工），福西　浩
　　（極地研），L．　J．　Lanzerotti（AT＆
　　T．Bell研究所）
South　Pole，昭和基地における
ULF－VLF波動同時観測
19．加藤愛雄（東北大・名誉教授），
　　利根川　豊（東海大・工）
Cambridge　Bay（カスプ領域）にお
ける短周期地磁気脈動の解析結果
20。湯元清文（東北大・理）
一 2一
Dayside　Cusp領域の長周期地磁気脈
動についての理論的考察
＜2月20日（水曜日） 9　45～17　50＞
IV．　ELF－HF波動現象
21．伊藤弘道，渋谷仙吉，
　　前沢　潔（山形大），
　　佐藤夏雄（極地研）
座長　渡　辺　成　昭　（電波研）
（09：45～12：15）
　昭和基地で観測されたELF－VLF
　放射の統計的特性
22．木村磐根，樋口浩司，
　　橋太弘蔵（京大・工），
　　佐藤夏雄（極地研），
　　利根川　豊（東海大・工）
昭和基地におけるVI．F放射のSunday
effect
23．森岡　昭，大家　寛（東北大・理） EXOS－C（おおそら）によって観測さ
れるLF及びVLF　Hiss
24．小原隆博，大家　寛（東北大・理） 極域電離層において観測される波動
粒子相互作用とプラズマ構造
　一EXOS－C観測結果
25．相京和弘，恩藤忠典，
　　西崎　良（電波研）
南極域におけるISISトップサイドサ
ウンディングAGCデータの解析
（めZモード放射の伝搬
26．斉藤浩明，芳野越夫（電通大），
　　佐藤夏雄（極地研）
ISIS衛星で観測されたパソド状
ELF放射特性の研究
27．松尾敏郎，木村磐根（京大・工） ISIS衛星で観測されたオメガ信号の
伝搬特性
28。長野　勇，満保正喜，
　　新望哲也（金沢大・工）
ダクト放射による大地上の界強度及び
偏波の空間分布特性
V．電離圏・磁気圏擾乱（1）
29。M．　Schoier（宇宙研客員教授／
　　西独マックスプランク研究所）
座長　　田　中　高　史　（電波研）
（13：00～15：00）
　Substorm　effects　in　the　deep
　geomagnetic　tail；ISEE－3
　0bservations
30．巻田和男（拓殖大） Polar　capへの降下粒子と太陽風
一 3一
31．飯島　治，賀谷信幸，
　　松本治弥（神戸大・工），
　　向井利典（宇宙研）
EXOS－Cによる降下粒子束の脈動観測
32．高橋忠利，大家　寛，
　　渡部重十（東北大・理），
　　渡辺勇三（宇宙研）
Ohzora（EXOS－C）NEIによる極域
電離層観測
33．渡部重十，大家　寛，
　　高橋忠利（東北大・理）
EXOS－C　NEIによって観測された
電子密度の不規則構造の出現特性
VI．電離圏・磁気圏擾乱（皿）
34．川平浩二（京大・理）
座長　　家　森　俊　彦　（京大・理）
（15：15～16：30）
　大気波動が誘起する高緯度のD領域擾
　乱
35．小口　高（東大・理），
　　藤井良一（極地研），
　　山本達人（東大・理），
脈動性オーロラパッチ上空での磁場変?
36。藤井良一（極地研），
　　竹中　潤（千葉大・理）
沿磁力線電流の電離層電気伝導度依存?
37。筒井　稔，長谷川公平（京大・超高層） 極域沿磁力線電流形成のための実験室
シミュレーション
W．将　来　計　画
38．佐藤夏雄（極地研），
　　北欧大気球実験グループ
　　共役点観測グループ
39。中本　淳，村上浩之，平島　洋，
　　奥平清昭（立教大・理），
　　山上隆正，太田茂雄，
　　西村　純（宇宙研），
　　小玉正弘（山梨医科大）
座長　　木　村　磐　根
（16：40～17：50）
　共役点大気球観測計画
（京大・エ）
オーロラX線像観測用モザイク型Si
（Li）半導体検出器の開発
一 4一
40．西村　純，太田茂雄（宇宙研），
　　PPBワーキンググループ
41。鎌田哲夫（名大・空電研）
ポーラーパトロール気球（PPB）システ
ムの開発（D
　一アルゴスシステムとオートレベ
　　　ルコントロールー
今後10年間の極域における超高層観測
のとるべき方向
懇　　　　親　　　　会
　　　18　00～
会　場　：2階講議室
一 5一
＜2月21日（木曜日） 9：45～16　50＞
珊．電離圏・磁気圏擾乱（皿）
42．斉藤尚生，湯元清文（東北大・理）
座長　　利根川　　　豊（東海大・工）
（9；45～12：10）
　回帰性SUBSTORM群に対する太陽巨
　大斑磁場の役割
43。湯元清文，斉藤尚生（東北大・理），
　　高橋主衛（Los　Alamos　Nationai
　　Lab．）
地上多点観測で同定されたSubstorm
に伴うL＝6．6における磁場変動と
Electron　Flux変化について
44。宮岡　宏，鮎川　勝（極地研） オーロラプロトンおよび電子降下の
Global　Pattern
45．鮎川　勝，藤井良一（極地研） Dayside　Auroraの動特性解析1
46．小玉正弘（山梨医大），
　　藤井良一（極地研），
　　河野　毅（理　研），
　　五十嵐喜良（電波研），
　　菊地雅寿（明星電気）
サブストームに伴うオーロラX線バー
スト　1．地磁気脈動との関連
47。藤井良一（極地研），
　　小玉正弘（山梨医大），
　　小川俊雄（京大・理），
　　河野　毅（理　研），
　　五十嵐喜良（電波研），
　　菊地雅寿（明星電気）
サブストームに伴うオーロラX線バー
スト　2．電離層電場との関連
48。小玉正弘（山梨医大），
　　小倉紘一（日大・生産工学）
オーロラX線の大気中における拡散シ
ミュレーション
49。田中義人，西野正徳，早川正士
　　（名大・空電研）
S－310JA－6号機によって観測された
VLFヒス
D（．　MAP観浪‖
50。内海通弘，藤原玄夫，広野求和
　　（九大・理）
座長　藤原玄夫（九大・理）
（　13：00～14：30）
　中間圏ナトリウム層の季節変化と一次
　元光化学反応モデル
一 6一
51．岩坂泰信（名大・水圏科学研），
　　森田恭弘（名大・空電研），
　　伊藤朋之（気象研），
　　柴崎和夫（東大・理）
南極MAP　24次隊、気球（ゴム）観
測経過報告
52．柴崎和夫，岩上直幹，小川利紘
　　（東大・理）
JA　25，26（JARE　24）大気球による極
域成層圏NO，観測
53．岩坂泰信（名大・水圏科学研），
　　野村彰夫（信州大・工），
　　福西　浩，平沢威男，藤井良一，
　　宮岡　宏（極地研）
南極中層大気ライダー観測
54．岩坂泰信（名大・水圏科学研） 冬季極域エアロゾル層のenhancement：
condensation　growth　of　particle
X．ULF波動
55．北村泰一
座長　　坂　　　翁　介　（九大・理）
（　14：45～16：50）
　地磁気現象（ULF）の極域赤道関係
56．石田十郎，国分　征（東大・理） 静止衛星におけるPc　1地磁気脈動
57．藤田　茂，大和田　毅（地磁気観） 標準電離層モデルを用いたダクト伝播
解析と地磁気観測所で得られたPc　1
脈動データの対比
58．北村泰一，長谷川康生（九大・理）
59．樋口喜啓（山形大・工），
　　渋谷仙吉（山形大・理），
　　佐藤夏雄（極地研）
Ps　6のGround　Satellite　Obser－
vation
Pc　3－5脈動に伴うCNA脈動
60．桑島正幸（地磁気観），
　　福西　浩（極地研）
SSCに伴う磁気脈動（PsC）の出現特?
61．永野　宏（岐阜歯大），
　　荒木　徹，家森俊彦（京大・理），
　　福西　浩，佐藤夏雄，鮎川　勝
　　（極地研）
昭和基地で観測されたSCのPolari－
zationの特性について
一 7一
第8回極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム
講　演　予　稿　集
昭和60年2月19日～2月21日
会　場：国立極地研究所講堂
主催　国立極地研究所
1アイスランドにおける共役点観測
　　一昭和59年度観測報告一
佐藤夏雄，藤井良一一（極地研），荒木喬（弘前大・教育），国分征（東大・理），Th．Sae刷ndsson（アイスランド大）
1、概要
　昭和59年8月中旬より10月初旬まで，南極の昭和，みずほ，マラジョジナヤ（ソ連）基地の地磁気共役点におけ
るアイスランドのHusafelI，Isafjordur，Tjornesの3地点において超高層物理現象の観測システムの設置拡充を行い，
連続観測を開始した。これら観測点の地理・地磁気座標を表に示した。全ステーションでフラックスゲート磁力計，イ
ンダクション磁力計，ELF－VLF自然電波，リオメータ，固定方位フォトメータ等の基本的な観測を行い，　Isafjo
rdurでは全天TVカメラを，また，　Husafellでは全天カメラ，全天T　Vカメラ，掃天フォトメータ観測を実施した。日
本人研究者の不在中も現地の人によりオーロラを除いたデータの収録が続いている。ディジタルデータ、アナログペ記
録は順次日本に郵送されている。
2、経過
　観測は3観測点とも顧調に行われ、質の高いデータを得ることができた。本計画の主目的の一つであるオー一ロラのダ
イナミックスの共役性データは、幸運にも約1週間程度取得することができた。この中には、ブレイクアップ、アーク、
パルセーティングオーロラが含まれており、オーロラの共役性を研究する上できわめて有用なデータが得られたものと
思われる。
　その他現象としては、地磁気脈動は活発であったが、VLFエミッションは全般に静穏であった。図2に3観測点で
得られたデータの例を示す。　　　OCT・12・198吐
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アイスランド3点観測によるPeγlod｛cVLF　E厨ss∫鋤の特性
　　　　払ア．孝；佐藤屋躍1）芳野趨夫q戊
　　　　　（1）…電気通信大学，　　　　　　　　　ζ2｝…国立極地研究所“
1．1まじめに　　　　　　　　　　　　　　　2．解赫結果
　198牛年8貝がら9目にカ’1ナて、アイス　1）図1に3塩患で観ラ貝民れたVLF放飼功
ランドのHUS久在目（卜｛Lと略言乙）、　多一宏スペクトラムをネす．中に鶴減数．が’豹
工sα匂δ沽w（1sと略記）且び＾　　㌔註ト1さで周期が約¢紗φ毘面di乙放射と、
TJ　6閲esζ丁ゴと略記）φ3施点で、∨¶ビ固・波数が鎗7ジo晶の臥Fヒλが、同晴剤
LF禽然駕波讐の同蒔観湧が4了われた。今囚に後信されてい㌶。ゼして良れ由乙放無ま、
は3自16日　ほθ◎一ぽooUT　lこ籔測±れ駕HLが色点まり蔭いことか鵬低績霞．より葡採
佐r海引c∨L千放射に注目し、3弛ノ点での　し、乱Fヒスは、ISが絶烹よジ弦・已とが
1胸一昧クトル磁躯イお乞な赤各働靖纏剖蘇して・嘱と思わピ硫
点φ布難偏彦橡じ各批嘉餓蜘霧期距離は　2）パワースペクいレ菟計箪機で処理し㌔
以下の乙欝りである。　　　　　　　　　舞阜、’2．詩辞分之7動～z8秒UTで1♂、8L
　l）各池点の位置　　　　　　　　　で庖1。在鳩力て巳F已よソ約㌣鵡強い。
　Is…67．8◎（緯厚）7695？（経庭｝
　丁ゴ’“石6．曾2（・ノ），7佐穗6（ノ〆）
　Hレ・・6㌫o午（〃　），？◎．2撃（〃）
λ）各地点閤の砿表丸円駈離
　工SwTJ：き今270麦砺
　TJ～HL：約230k砺
　ヱs合HL：菊180k帳
蕪纏鱗灘難葬1／ジ／
一 力パ5℃は巳LFし入かP砕｛o出乙オ鋤よ
り豹3砧弦く、田でば巴注λ赤二P之泊d；c
放射」ソ約㌃確諺、い・
となった。
　3戊こちに3地点闇でφ昆r泊由c力久射と亡時
ヒスφ絶対羅度勧・5灘瀬城の推昆を行ラ。
慈諺綜燈輪塔膨統づ嚢熟修
薮雛灘鱒鷺覆鷺㌢　凹プ㌻　二薯葺霧ジ羅：羅霧
募難鱗． タ鱗彊　鱗辮鰹診・
函1　アイスランドの3地点で同時膨見1斜された麗riodに放禽とELFヒスの
　　　よ一tλペクトラム
2
3カスプ領域（スピッツベルゲン）とオーロラ帯（アイスラ
ンド）におけるVLF放射の同時観測
佐藤　夏雄（国立極地研究所）、J．　A．　Holtet（オスロ大）、共役点観測グループ
　1984年8月から開始したアイスランド3点における共役点多点観測に呼応して、オスロ大学との共同観測として
スピッツベルゲンのNy　AlesundにおいてVLF自然電波のワイドバンド記録を実施している。　N　y　Alesundはカ
スプ領域に位置し、Invariant　Latitudeが75、69°である。また、地磁気地方時（HLT）はUTより約3時間進んでいる。
　1984年9月7日～10月1日の集中観測期間中は、アイスランド3点で24時聞連続観測を、Ny　Alesundで
は毎時15分間の録音を行った。ワイドバンドテープからf－tスペクトルを作製し、エミッションのスペクトル構造
の相異を比較した。図1、2にNy　Alesundで観測されたPolar　chorus，　impulsive　hissの統計結果を示した。この
図から明らかなように，polar　chorusは昼間の現象でMLTの11時頃に発生頻度が最大となる。この特性は昭和基地，
Husafel1等のオーロラ帯と一致する。　impulsive　hissは図2に示すように午後から夕方に出現し，17時MLT頃に最
大となる。オーロラ帯（昭和基地）ではimpulsive　hissはauroral　breakupに伴って発生し，発生頻度の最大は21時
MLT頃である。このことから，　impulsive　hissはカスプ領域では異なる特性をもっていることが明らかである。さら
に，polar　chorusとimpulsive　hissとが同時に観測される場合もあった。
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Ny　Alesund　　　　　　　　　　　　Polar　Chorus
゜2°4°6°8f°12T、。1も，，
　　　　　　　　　　　Noon（MLT）
（図1）
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Ny　Alesund lmpulsive　Hiss
゜6°8〆°1214161㌫・・3♀・
　　　　　Noon（MLT）
　　　　　　　（図2〕
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アイスランド多点観測↓てよるアこ2脈動の波動符・庄
　　　　　枯叶　亨（東垣夫・エ），佐糸貢雄，藤叶艮一（極姥研）
　　　　　矛備・借（勅尺工）坤4悲・観測7’ルイ
デーヌと鞭痢してけプスわ如・｝脅　あ3）へ・・滅朗栢・いMl浪、
｛こご㌘鷺鱗（欝轡ミ蟻受轡↑：1、㍊弘ぷご轡欝轡箒占
レイ　フ　ア・フフρ，工’一｝レワード’エフ7ス，ぐンヅ／　サ7い入トー白｛判㍗万～　h、3川角連涜、た
・ン）・欄ぷ按計ろ。蹴蠣・十、恒＋い淋・・、A・－f』榊計
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5アイスランド多点観測によるPg脈動の波動特性
利根川豊（東海大・工），福西浩，佐藤夏雄（極地研），共役点観測グループ
　　Pg〈glant　pulsation）が　L＝6（オーロラ帯）付近の磁力線の定在振動である事はこれまでの観測結果からほ
ぼ明らかである．しかしながら，その振動モードに関しては　odd　mode，　even　modeの両論が有り未だ未解決である．
この問題を明らかにする有力な手段の一つに共役点同時観測があげられる．我々は南極昭和基地とその磁気共役点であ
るアイスランドの　Husafellで同時観測されたPg脈動の位相解析を行いその振動モー一ドを検討してきた．その結果
はPg脈動がodd　modeの定在振動である事を強く示唆するものである．即ちPg脈動の共役点間の位相関係はH成分
は同相，D成分は逆相である事が示された．
　　しかし，昭和一HusafelI間の磁気共役性は一般‘こ極めて良いが，モデル計算によると季節，地方時等により共役
点が経度方向に最大約2度，緯度方向に約0．5度ずれる可能性がある．一方Pg脈動の空間スケールは他の長周期脈動
に比べ小さい．したがって，共役点間の位相特性からPg脈動の振動モードを論ずる際は，緯度経度方向の位相特性も
同時に考慮する必要がある．その意味で，1984年8月から実施されているアイスランド共役多点同時観測の意義は
大きい．今回はHusahel1（HUS，　L＝6．1），　Tj　6rnes（TJO，　L＝6，5），　Isafj6rdur（ISA，　L＝7．0）　で1984年9月18日に
同時観測されたPg脈動の位相解析を行い，前回示した昭和一Husafell閤の位相特性と比較を行った．
　　図1は観測されたPg脈動のバンドパスフィルター（7－15　mHz）出力波形で，　D成分の振動が顕著な典型的Pg脈
動である．最高緯度のISAでは振幅が急激に減衰しており，緯度方向に局所化しているのが分かる．図2は0150－02
00UTにおける，　HUS－ISA間の相関解析の例で，　D成分の緯度方向の位相差は比較的小さい事が示されている．
講演では，さらに経度方向の位相特性を含めて検討した結果を報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HUS　DD－IS日　DD　SEP・18　1984　　150＾　200　UT
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図1　Pg脈動のバンドパスフィルター（7－15　mHz）
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図2　HUS－ISA間の相関位相解折例
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6アイスランドにおけるノルウエーオメガ局（12．1KHz）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　観測結果について
荒木　喬（弘前大・教育），佐藤夏雄，藤井良一（極地研），菊地　崇（電波研），国分　征（東大・理）
1，はじめに
　ソビエトの基地nolodezhnayaの地磁気共約点に当たるアイスランドTj　6rnesにおいて昨年9月8日からNorwayオメガ
局（12．1KHz）の位相と電界強度の連続観測を開始したが，今回報告するものはそのうち我々が滞在中に記録した
データのうち9月8Bから10月1日までの約1ヶ月間のデータについてである。データ記録としては打点式ペンレコ
ーダとデジタルMTを使用した。
2，観測結果について
　日変化については日出，日没時によるきれいな変化はみられないものの，位相，電界強度とも日中は変動が少なく夜
間は変動が大きいといえる。また宇宙雑音吸収（CNA）と位相との対応がよくサブストームに伴うCNAの開始と同
時に位相の進みがみられた。また　この期間のうち20h～21h頃にDoppler　Beatが良く受信されることがわかった。
　下図にその一例を示した。図からも明らかなようにBeat信号の位相と電界強度にπだけの位相差が認められる。この
結果はG。sardとP。、1、。，（1968）が示したデータ（位相と電界雛の位相差はない）と異なっている・この理由と
してはモード理論による球面電離層の効果によって説明できそうであり、現在計算を進めている。またフーリエ解析の
桔果，Beatの周期は3分から6分が卓越しており，さらにBeatの強度は約15分から20分ぐらいの長周期で変調をう
汐ていることがわかった。
??????????? … ??ョ
21h 20h 19h 18h 17h 16h
3．さいごに
　今後さらに多くのデータの処理を行う一方，また多点同時観測を行うことにより㌦ppler　Beatの伝搬方向や伝搬速度
またサブストームとの関連現象，特にCNAとの比較検討を行っていきたい。
参考文献
i。　R．N．Bracewell　and　W．C．bain　（1952）：　An　explanation　of　radio　propagat▲on　at　16kc／sec　in　terms　of　two
???
4
Layers　bel（＞w　E　layer，　」．A．T．P．，　2，　216－225．
Wait　J．R．（1962）：　Electro冊agnetic　Waves　in　Stratified　胃edia，　Capter　VIIう　P、196，　Pergamon　Press．
Earl　E．　Gassard　and　岡．R．　Paulson　（1968）：　且　case　study　of　a　periodic　structure　in　90　km　Ievel，　J．A．T．　P．
30，　885－896．
河ichiko　Yamashita　（1969）：　The　conductivity　of　▲o脚er　ionospehre　deduced　from　sudden　enhancements　of
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工M下憾鞠4多大○ト但⑳び多い．
屯⑳図、＜、14ワ2年ク日よ音日、良§鬼ρ夙がら
之w翻ぺ頃友δ寸く、ルギ森竜丞仁ぼPM～？
ぱ批・⇔雛恒鯨工しク巨の噛rき・デニタ袖る．畝物孔，，葡♂姻20il：
已鹸の疏設微談rj友、椒釧・形　ぞら
鴛縫諜驚霜忽黎壽繭1㌫
る震よ入ペクト止を示しマあゐ。こ献Kせら
とi，2，6の毒多でホし衰ところで力入プ約
貧〉噛子ボ見ら小らこヒ《・舶へゐ。3と占
冬赤し硬附近k違、診血よリ平均工匁ルギー
の〉㌣ψ南・＾免片甲赤d丘⑳入釘試見られ、更
賭賊岳ラーしイン式7師棚・・
伽均θは捧寸る・｝紗甑ゐX釘ボ私㊤b。
　9レこ凝ぷレ知＼射粒が本当K鯛
倒δらリカ久プ趨蕨φ遽であかとイ鳶いぎ、
工M干拭南向卓の晴膝鯛倒鰯〔Kω・ナー
ミ束之“壱カズゲ爲ぶ、ΣトパFの北面○ピ伴
匂vべす一ロヲ・才尺一ルa南鵠蔑倒の弦“
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oカスプ領域におけるイオンのEnergy　Dispersion
賀谷信幸，松本冶弥，向井利典
（神大工）　（神大工）　（宇宙研）
　極域及ひ南大西洋磁気異常帯に降下する粒寸束の観
測を目的に，1984年2月14日に打ち上げられた
EXOS－C衛星（大空）に低エネルギー粒子観測器
（ESP）が搭載された。1か月後ESPは無事に高
圧が印加され定常観測に入った。極域における粒子束
は良く知られたスペクトルを示す一力，特徴ある興味
探い現象も観測した。そのなかで，カスプ領域におけ
るイオンのエネルギーの変化が特に興味深い。すなわ
ち磁1気緯度もしくはHagnetic　Loca1　Time↓こ伴うイォ
ンの中心エネルギーの変勤である。ここに二例の観測
を示す。第1図はRev．538（3月21日）の例
で，12：04UTに衛星が高磁気緯度側に行くに従
って，イオンの中心エネルギーが低下するのが確認で
きる。なお観測されたカゥンテング．レイト（臨erξy
F山Xに比例〉を濃淡で示し，縦軸に測定エネルギー，
横軸にUT，　Hagηet▲e　Loca1丁i鵬．垣varia刀t　Latj一
加deを示す。下図は測定したピッチ角である。ピッチ
　む角0が北極地方ではD四”ard臼uxを示し，南極では
Up“rd臼uxを示す。第2例は第2図に示すRev，
1688（6月6日）の観測である。図の表示は第1
図と同一である。この例では高磁気緯度側または午後
側でイオンの中心エネルギーが上昇した。この様なイ
オンのエネルギーの変動はRelff＆Burchにより報告
されている。彼らは三っのタイプのエネルギー変勤（
・一 っは高磁気緯度側での中心エネルギーの降下，又そ
の反対のタイプ，そして無変化）をIMFの向きと関
連させて検討をおこなっている。すなわちIMFが南
向きの時は隆下形（Hergはg　Type），北向きの時は1こ
昇形（Diffuslon　type）もしくは無変化であると結論
づけている。しかしながら，第1図のRev．538
では，Kp，ΣKpそれぞれ1と14一で，カスプの
　　　　　　　　　磁気緯度も79．4と高く，IMFが北向きであった
と考えられ，必すしもイオンのエネルキー変動がIM
Fと関連しているとは恕われない。しかし，まだ観廟
例も少なく，テータ解紡もスタートしたはかりであり、
今後詳細な解析を進めていく予定である。
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MAGSAT衛星　と　AE　インデックス　で見た
カスプ　領域の　磁場変動の性質。
亀井豊永、荒木　徹、家森俊彦
　　　　京大理
　カスプ領域より侵入するとみられる惑星間空間の変動が及ぼす極域への影響にっいては、
電離層の上でのMAGSAT衛星による観測により、かなり詳しく統計的解析が出来る
様になった。
　特に　IMF　By、　IMF　Bz　プラス成分によるカスプ、もしくは、ポーラー
キャプ領域くの　F．A．C．　の存在、及び、その分布はその一つである。
　IMF　の各成分は、磁気圏との、主に幾何学的な相互作用の違いにより、その電離層
付近での　F．A．C．　への影響の形が異なって来ろと考えられる。
　IMF　By　成分による　F．A．C．　は、片方の半球に流れ込み、別半球より流
れ出し、IMF　Bz　プラス成分による　F．A．C．　はカスプ領域の夕方側から流
れ込み朝方側から流れ出す電流分布として観測される。
　更に、季節変化をみると、夏半球に強い　F．A．C．　が観測され、冬半球では大変
弱くなる。　これは、電離層の電気伝導度が強く効いている事を示している。
　もう少し低緯度の　いわゆるregion　1，2　F．A．C．　では、よく知られ
ていろ様に　IMF　Bz　マイナス成分が、主にコンロールしているのであるが、IM
F　Bz　マイナスに対する磁気圏の反応、更に電離層とのカップリングは無視出来ない。
　これらはカスプ領域のサイズを変化させている。
　IMF　各成分とカスプ領域をふくむ極域での磁場変動との相関をみると、カスプ領域
の変動は　IMF　が主であるが、それ以外の要素も強いと考えなければならない。
　カスプ領域の観測は、地上からは、観測点が少ない事、電離層の遮蔽効果を受ける事、
又、磁場の垂直成分が地面のインダクションを受ける事等が難点である。
　地上でのコンスタントな観測としてのAE　インデッスはいわゆるオーロラル・ゾーン
の電離層電流の指標であり、カスプ領域の磁場変動とは殆ど相関を持たないが、MAGS
AT　で観測された磁場変動と比較する事により、AE　インデックスがどのあたりの極
域まで、疏計的に指標として使い得るかを示す。
　又、AE　インデックスが小さい値の時．真昼間の観測点がAL　インデックスを与え、
又カスプ領域から侵入したと思われる振動的な変動が卓越する事が多い。　これは、静
穏時はカスプ領域の変動が卓越するからだと思われる
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カスプノ領域小規模磁場擾乱φ統卦的’性噴
農森俊彦・地田違哉’｛ヂul晃成（京大・理）
　　　　　　カスフ噸威・小規顧魏麹存と吻わク弓，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのイe、ズ賜匡し逸崖ψご丈規摸電流ヒリ
データ1宴、卜1A〈｝SATドよ1）得ら↓tた門80辱閲係kつu乙謝・v　1ヒ緯果乏示し、こJt；ε、
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　　　　南極哀基比（地磁気緯凄～ク廿∂の～・1昼闇側オー・う肘
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（1979） hs㎏献Out　of　　　蜘
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カスプオーロラと関連ULF－VLF波動特性
　　　　　　　　林幹治，山本達人，小口高（東大理）
　昨年夏以来，OSLO大学と共同で，スビッ
ツベルゲン，（Longyearbyen，　Ny　Alesund，
Hornsund）に於いて，　U　L　F，　V　L　F観測
を開始したが，今回はカスプオーロラの変
動とこれに関連あるULF－VLF波動特
性を調べるために．昨年12月20日から
今年1月15日にかけて，オーロラのTV
観測を実施した．
　カスプ領域のULF－VLF波動の活動
は明らかに昼型と夜型に分類でき，夜型の
特性は，極光帯領域における活動と強い類
似性をもっていて，その起源やオーロラと
の関連は極光帯に於けるものと共通である
と判断できるが昼型の変動は明らかに極光
型とは異なりカスブ領域に於ける粒子の入
射の直接的効果であると理解される．　昼
間のヒスからコーラスへの移り変りなどに
この特徴を見ることが出来る．またVLF
でヒスラーが頻発するのもカスプ領域の大
きな特徴の一つである．　本論文は今回の
全天テレビ・ULF・VLF・フラックス
ゲートの記録に基づいて，カスブ領域のオ
ーロラ活動とULF・VLF波動の特性を概観し極光帯型の変動との比較を行うとと
もに，新年度に実施する極域超多点観測に
よって得られるであろう夜間のオーロラ活
動とカスプのオーロラとの対応についても
考察する．
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高緯度磁気圏境界領域での電磁流体波動特性
　　　友村　清、　　桜井　亨
　　　　　東海大学　工学部
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　我々は、IMP－5の磁場データを用いて、Cusp領域を含めた高緯度磁気圏境界領域に
おける電磁流体波動の特性について解析を行なった。　刊g・1は、　▲969年7月21
日に観測された例で、　1025UTにBou　Shock（BS）を通過してHagnetosheathに入り、
　1220UTから1345UTまでCusp領域の中にいた。　この時間帯は、　Frank（197
D［粒子観測］、Fairfield　and　Ness（1972）［磁場観測〕らによって、　Cusp領域である
と定められた。　衛星の軌道が、X－Z平面（G団座標系）で示されている（刊噺2）。
図からも明らかなように、Cusp領域の磁場変動はHagnetosheath領域の磁場変動よりもか
なり大きい。　さらに、　Fig・3には、磁場のX成分（GSH座標系）のダイナミックスベク
トラムが示されている。　Hagnetosheath領域では、　0．01H2から0、05他（T＝20－100秒）
のスペクトラルピークが見られるが、　比較的、0．01H2以下の低周波数帯のパワーは小さ
い。　しかしながら、　Cusp領域では、　Haxnetosheathよりも全体的にパワーが大きく、
　特に、　低周波数帯（f＜0．01H2）で顕著なパワー増加が見られる。　講演では、　さら
に例を集めて統計的解析を行ない、　Cusp領域を含めた高緯度磁気圏境界領域での波動特
性について明らかにし述べる予定である。
　　（参考文献）　　Frank，」．G．R．．76、　5202－5219．1971．
　　　　　　　　　Fairfield　and　Ness、　」．G．R．，　77，　611’623，　1972．
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SouthPole．昭和基地における　　　　　　ULF－VLF波動同時観測
利根川豊（東海大・工），福西浩（極地研），L．J．Lanzerotti（AT＆T　Beil研究所）
　　カスプ領域は波動現象にとっても重要な領域であるが，そこでの観測およびその詳細な解析は十分に行われている
とはいえない．我々はカスプ領域に位置するSouth　Pole　（南極点）基地（Inv．　Latitude；φ±74．1，nLT±UT－3h
30m）と，オーロラ帯にある南極昭和基地（φ主66．4，nLT＝UT）で同時観測され，ディジタル記録されたVLF検波出
力および地磁気脈動のデータ解析を開始した．
　　昭和基地では1981年4月より，South　Pole基地では同年12月より地磁気，　ULF，　VLF，　CNA等のデ
ー タが電算機を用いてディジタル集中収録されている．これらの記録を解析することにより，カスプ領域とオーロラ帯
での各種波動特性を定量的に比較することができる．図1は1982年1月12日にSouth　Poleおよび昭和で観測さ
れたULF－－H成分のダイナッミックスペクトルと両観測点間のコヒーレンスを示している，この例では昼間側の両地
点でPc3バンドがほぼ同時に観測され，その周波数もほとんど一致している．これと同時に観測されたVLF検波出
力（South　Po玉e：0．5－1　kHz，　Syowa：0．75　kHz）の解析結果を図2に示す．　South　Poleではw10－21UTにPc
3バンドに対応してQPエ．ミッションが長時間，明瞭に見られるが，昭和ではw12－15UTに僅かに見られるだけ
である．しかし，両地点で同時にQPエミッションが観測される場合には，そのコヒーレンスは非常に高い事が注目さ
れる．講演ではPc脈動の偏波特性の比較結果についても報告する．
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図1　South　Poleと昭和基地で同時観測された
　　　ULF－H成分のパワースペトルおよび相
　　　関係数のダイナミック解析例
図2　South　Poleと昭和基地で同時観測された
　　　VLF検波出力のパワースペトルおよび相
　　　関係数のダイナミック解析例
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Long－period　magnetic　pulsations　generated　in　the　magnetospheric　boundary　layers
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昭和基地で観測されたELF－VLF放射の統計的特性
伊藤　弘道、渋谷　仙吉、前沢　潔（山形大・理）、佐藤　夏雄（極地研）
江
黒
飢×
　1981年6月から1983年1月までの期間について、昭和基地で観測されたELF－VLF帯自然電磁波動を解
析することにより、強度分布、Kp依存性等について統計的特性を得ることができたので、その結果を報告する。
　オリジナルのデータは、西オングル島で観測された地磁気脈動、CNA、　ELF－VLF電磁波等のデータを昭和基
地の電算機でA／D変換し、ディジタルデータとして収録したものである。これから　750kHz、］．2kHz、2kH
z、4固z、8姐zの狭帯域記録を取り出し、空電の影響を取り除くために、6秒間にわたり最小値をとり、さらに6
0秒間にわたって平均したものを解析のための基本的なデータベースにした。
　上記周波数帯のうち、750k馳、1．2姐z、2姐zには、Po互ar　chorusが顕著に環れている。しか
しながら、その特性は周波数が変わることにより異なっている。例えば閾値を定あて、出現頻度の季節変化を調べると、
3つ周波数ともequinoxに集中していることがわかる。しかしながら、強度分布を調べると、750姐z、1、
2姐zは秋分よりも春分に強いエミッションが現れる（図1）。また、2図はKpの大きさと強度分布の相関を・示した
ものであるが、750kHz、1．2kHzでは、　K　pが2－3で強いエミッションが出ているのに対して、2kHzはKp
が5で強いエミッションが出現している。
　以上のようCこ、1）olar　Chorusは750kHz、L2kHzと2kHz↓こは、現れかたに差が出てくることが
わかった。一方、4kHz、8姐zには共に、AuroraI　hissが顕著に現れているが、統計的特性を調べると
やはり多少の相異があることが認められる。
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昭和基地におけるVLF放射の
　　　　　　　　木村磐根　樋口浩司　橋本弘蔵　　佐藤夏雄　　利根川　豊
　　　　　　　　　　（京都大学工学部）　　　　（国立極地研）　（東海大）
　磁気圏内のVLF波動のActivityが地上の電力送電線から放射されるPLR
（Powerline　radiation）と関係するかどうかという問題は波動一粒子
相互作用の観点からも大変興味深い。すなわち、1979年Park　＆　Millerは
サイプル局で地上観測されたVLFの広帯域スペクトルのデータから、2～4kllzの帯域
フィルタによりとりだしたVLFコーラスの成分の毎時定刻±1分間の信号強度の平均値を
週の曜日によって分類すると、日曜日にはそれ以外の曜日より明瞭に低レベルとなること、
しかもこの差はMLTで07～14hの日中に限られることを見付けた。一方この傾向がサ
イプルの共役点である北半球の工場地帯の電力消費の曜日依存性とよく似ていることから、
電力線によるPLRが磁気圏内の粒子と相互作用をして、磁気圏内のVLF放射の強度ラ｝布
をコントロールしている可能性を示唆した。
　これに対してThorne　＆　Tsurutani（1981）はPark等の解析し
た波動はコーラスではなく、プラズマポーズにガイドされたプラズマ圏ヒスであること、こ
れらの信号は電離層D層通過の減衰が10～15dBもあるので、この減衰の変化によって
受信強度の変化をもたらすので、地上の強度が必ずしも磁気圏内の波動強度を表わすことに
はならないこと、更にOGO－5で観測された磁気圏内のコーラスの強度の統計をすると、
特に日曜日に強度が下がる傾向は見られないことなどから、北半球の電力消費が磁気圏内の
VLF放射強度を支配していることはないと主張している。この両老による論争は争点に食
い違いがあるので、どちらが正しいとも断定できないところがある。
　一方1981年4月以降昭和基地では、地上観測のデータの計箕機による集中管理が行わ
れるようになり、VLF、ELF、ULF、CNA等がデジタルデータとしてMTに格納さ
れている。そこでこれらのデータから、Parkらと同様な周波数帯の強度を統計して、昭
和基地では曜日依存性があるかを調べてみた。この場合昭和基地の共役点はアイスランドで
あり、電力消費の非常に少ない地域であるからParkらの理屈が正しいとすれば、昭和基
地の付近では曜日依存性があまりない筈である。上記の昭和基地のデータの内750Hz，
1．2kHz，2kHZにつき1981年4月から翌年3月までのものを調べた。空電の影
響を除くため10秒間の最小値を先ずとり、毎時定刻から10分間の平均値をその時醐の値
とした。未だ解析が十分進んでいないが、第1図はその結果の一例である。この例は198
2年1月の曜日毎の2KHzの信号強度の日変化を示しているが日中明らかにt］個日は他の
曜日の平均値より低い、いわゆるSUnday　decreaseを示している。しかし・一一
方この月について水曜日を他の曜日の平均値と比べると、wednesdaydecrea
seになっているので、これらの小数例からだけでは単純な結論が出せない。
謝避　本研究は国立極地研究所の昭和データをもちいて行われた。観測を行った越冬隊の方
々に感謝の意を表する。又極地研究所の計算機を使用させていただいたが、使用にあたって
藤井良一桜井治男両氏ほか極地研究所のスタッフの方々に御世話になった。併て謝意を表す
　　　　ノる。
Park，C．G。＆　T．R．Hiller，　J．G．R．84（A3）．
　　943，1979
Thorne，　R．｝｛．＆　B．T．Tsurutalli，J．G．R．
　（A3），1639，1981
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ダクト放射による大地上の界強度
　　　及び偏波の空問分布特性
長野　勇　満保　正喜　新保　哲也
（金沢大　工）
　　近年、Sipl信号や共役点付近での自然電波の多点観測が行なわれている。これらの観測結果は、
大地上の界強度の距離減衰率は、波源直下の近くでは，10db／拍Okmもの大きな値を取り、　又、偏波は
左右円偏波が存在することなどを示した。1我々は、このような実験結果を説明するのに、より現実
に近いモデルで、fuU田ave的に計算する方法を開発し、一・部、実験結果をうまく説明できることを、
この研究会でも報告してきた。2今回は、図1に示すような問題において、これまでに開発してきた、
／次元及び2次元の入射波の取り扱いで、大地上の界強度及び偏波のひ　　　　　　　　　　9i
うがり空聞分右特性について、以下の種々の条件で計算した結果にっい
てご報告する。ただし、入射波の広がりは波艮に比して小さいとし、す　　110km　　　　　　　　　y
べての素波はトランスミッションコーン内に一・一様であるとした。
（a）
（1）
（3）
（b）
波源が一つの場合
周波数依存性（…例、図2）
下部電離層モデル依存性
複数波源の場合（図3）
（2）　磁気伏角依存性
、、＼蒸
更に、開発したプログラムを使用して、各種VLF方探の天頂角、方位
角の、syst（1ぬいc誤差を調べることができ、それらの有効性を示す（．．’
例、図4）。以上、講演では、従来の、幾何光学的手法で得られた特性
と異なった結果および新たに得られた結果について議品する。
参考文献
（］）　Machida，S．et　al．，J．　Geophys．　Res，　S9，1675，1984
（2）　艮野他、第3へ7回　同シンポジウム、1980～1984
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Substorm　Effects　irユthe　Deep　Geo111agneしic　Tail：ISER－3　0bservations
M．　SCholer
Max－｝）lanck：－lnstiしut　fuer　extrater1・estrische　Physik，8046　Garching，　FRG
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISAS，　M6・9ur｛〕，　T（）kyθ
The　recent工y　co∫1▲pleted　ISER－3　GeoLai］Misslon呂］1（．）wed　for†，he．firstも工me　a（］etafled
investigaしion　of　the　distant　geomagnetic　tajL　　We　win　reporしon　results　obtailled　by　the
Max－Planck－／rlstitut／Univ（うrsity　of　Maryland　ellergetj（：particle　sensor　system　on　ISEE－3．
This　jnvest丘gation　a｝so　emplσyS　Ii｝agnetic　fjeld　data　｛JPL　yOctor　hehum　mag刀etometer）as
well　as　pltえsuta　daしa（L（，s　Alam（♪s　Nat：iona1　Lab．θlecも．ror」plasma　instrulnerハt）from　ISEE－3，
as　wel．l　as　ene【Lgetic　l）artice　data　from　geosy．nchronous　satel】．ites．
It　tums　Out　thaしthe　energetjc　jorl　sensor　starf加9　at　an　energy　o．f　ab‘）11t　30心V／e｛s
part三cular・」～y　weH　suited　to　determirユeρ1aSlna　ve王Ocities．　Th重s　assumes　t｝】at　the　measured
arlisd．ropi（．：9　at℃（h1｛ハto〔：onvec．Uon　of｛，he　su．Prathermaj　Partjcles　wiLh　the　bulk　f］（，w
velocj．ty．　In　a　sしatistical　analysis　‘〕f　convection　veocities　at　vari．ous　djstances　irL　the
decp　tail　jt　is　shc）wn　that　the　f：！ow　dlrectjor［charlges　dralllatica】］y　a｛．　about　100　R｝二
earthward　of　lOO　RE　instances《）f　oarthward　f［ow　and　tailward　flow　are　abou｛．　equaL　Also
the　abso：hオte　veわ（ぼties　j了正the　｛社三］w～1rd　a了」d　earthward　djrcct▲（刀・1　are　of　Lho　sameε｝rdeピ，
i．e．350　km／s．　Tailward　of　120　RE　the　flow　direcLion　is　alnlost　exclusivey　tailward，
velocfties　シ1re　hig｝k　and　⊂｝n　average　（．）：r　the　oビder　（、｝f　600　km／s．　This　is　interpreted　in
terms　of　a　disしant　neutral　Urle　which　rarely　moves　beyond　100　RE．
Of　pa1’ticular　intξ汀e図，壬s　the　rePoηse　of　the　deep　geOIIIagη司，i（：tai］to　geomagn（≒｝t』f：
activity．　From　the　P［asllla，　magnetic　field　arld　energetic　parしk∫le　data　at　lSEE－3
foUowing　substox’m　o刊se†．s　as　dく｝t（｝r・mined　by，　e．g．　particle　inje（》tions　at　geosynchrorlous
sate1Utes，　it（三an｝）e　shown　thaしaclosed　magnetic　field　strucしur・e　colltaining　substorm
acceleral．ed　l）arL．ic］es　is　released　and　that　these　plεまsmoids　move　tailward　with．very　hfgh
veloc柱ies　↓500　－　HOO　km／s）．　　BefΩre　eηtG1・iηg　the　plasmoid，　djstinOt　v●lr）cjty
dispersjorユe｛’f（｝cts　arf｝observed，　with　ene．rgd，ic　electror冶arrfvir▲g　befし，re　high　energy
pl℃tons　ar［d　these　in　turn　arrlving　bef（）t’θlower　energy　pmtons．　These　veloえこ柱y
dlSPorsl（、ns　are　du‘》t（．｝timc　disPersi（）n　effects　when　sw｛tchmg・－or且th◇acce．leral．ing　source
in　もhe　near　earth　region，　Le．　presumably　at．　a　newly　creaしed　【lear－earth　neutral　Hne，　as
wen臼s　dueもo　the　sate］肪e　en｝．er｛ηピf．he．r（ブ9．ioηbef．ween　thρsepara～．r｛x　and乏he　P］aSmo：id
with　layers《）f　particles　of　differel1｛、　velocity．　The　closed　field　Une　stヒ・ucture　within
Lh〈，　plasmojd　ca↑．1　be　inferred　fr・（．川l　the　iso｛，r・oPjc　energetic　elect11（m　disしributj《．ms．　Thc
maglletic　field　s｝】ows　ty．picaHy　within．｛，he　plasmoid　a　fipst　northward　and　then　southward
excursioコ‘1　corlsisf．er吐wi．しh　the　assulnptior［of　closed　］o（，ps．　From　the　tilIlin9　（）f　the
substorm　（）nsθt　and　the　arriva］of　t｝le　p］asmζ．）id　昆　can　be　corlcluded　that　it　takθs　about　3
－　4　min　in　order　1’o　release　the　p［乏コsmoid　afl．er　onse｛，令　Often　a　snタt11］〔｝r　closed　fjeld　Iine
stPucture　is　found　irl　the　region　traning　the　Inain　plasm《コ三d．　After　subsLorm　re〔こovery
the　saLelljtc　Irlay　erlter　the　wedged－shaped　reg：ior‘｛，ailward・Jf　but　closeもo　the　〔leutral
Une．　In　this　region　short　norしh－south　excursion　〈」f　しhe　皿agn＜ラしic　fietd　are　observed，
iηdicative　of　sπ正all　magnetれ〔　islaηd5　in　the　reぢi⊂》η　c］ose　to　the　neutlla｝　］ine．
Correlated　ISEE－1　measurements　in　the　near　earth　tail　and　TSEE－3　measuremenしs　in　the　deeP
tail　have　shown　that　plaSII旧　sh（：et　I℃Cζ）V．ery（：an　oCCur　ahlK）S1，　simUILaneoUS］y　OVer　a　ピ」rge
distarlce　in　the　ge（．）tail，　At　しhe　boundary　of　the　I・e（）overing　Plasma　sheet　strong　earしhw．ar’d
stream｛ng　σsE｝’；－1｝a．nd　f．a｝］ward　臼↓roaminぢ　σSEE－（］）　sllprath（／ごrlna．1　に）rotons　bav曾　be’、rI
〔〕bserved　wi量，hirl　two　mirlu｛，es，　indicating　that　Lheしw．〈）sl）acecraft　were　on　opp《『）s臼：e　sides《〕f
しhe　pa㍗ticle　s《n」rce．　Thi8　is　consistent　w元t．h　t．kle　assum「ption　l．hat　pIasロla　shee．1．　re㍑《）very．is
due　to　a　sudden　fas「，　tai］ward　m《っtiorl　of　the　neal・－earth　neL此ral　line．
On　rare　occasions　event●　have　be｝ρr〕　idenLified　行I　cθi1．幽く）jdeηぐ：e　wj乞h　9ε〔）lrl《」バne｜，i℃　♪》r：tiviしy
from　the　magnet（」meter　data　which　are　conslsf，en1，顧th　a　spacecraft　cr・ossinピof　a　magr）etic
『．h1叉　ro．pe．　　1）urjng　onい　〈，f　sueh　　flu苫　｝、OP〔＞　crossir】麟s　　rc｝ulotε　s（》ns：ir1信　o．r　tho　f：h15《　ro．P‘、　vvith
energeU（二　partic｜es　㍗eveals　that．　t卜、¢　fluX　rope　iS　Crossed　by　the　Spacecr’aft　fr〔」nl　noτ’th　t（〕
s＜）uしh・　〃Fh．is　alW．八vs　d‘）t．et・∫r｝inε1｛・．iorl　of　｛．he　hartd〈〉（lrKξss　of　．1．h（）∫nε巽ごγ1cしic　field　I．．wfs｛・arlt］　し〉｛’tレ｛e
aρρ㍗θX三rnal．e　f｝U又　rope　びr）IOcjty　～・θ↓ative　tO　大h〈）SpaCρCI’と1∫t．　A　∫njnimal　f｝ux　rOpe　radluS　〔〕f
3R．∫．：js　deri㌧7e（］．
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ρ。んγ 吟一講下粧・太傷風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤田和男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拓殖大導）
　　牛ラー⇔ヅプ内・ぱ后・∀助噌δ肥拭昆軸なW皿rメZ爬はぷZβ・
⑰⑭軒略筋艸バ・靭フう・クス埠蝕雛・ひゐ・吻θ・輪・ア肋
量感・’披＼〈オーロラ詐②〉邊『鳶子のフクノ玖　フ多ク尺量芭調〔てみると・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工！ピβづ。～サ頃」ク
量ヒ比べ、1ケタほど、1・さ・・ようであゐ。　　影辛ヰでフヲタノス憂吻増加ぶ見ら鳩1㌔・紗
キ鞠フ・内へ⑳）＼射フラ。ク違賦、時マfヶタ膝★輯～のフク。クズせ刷在んど鋤しレて、伽．
ぎ麹すらぶ・功②嬉城ぶ南北ギ球矛共K幕　この北半ヰのフラゾクズ量の斑加はふ舶丁ロ921
らポら場合・ヒ、非妾微汐w見ら畝る場ふじボ　願まで肪・トマいろ．太陽風φデータε見δ
あゐ・このうち南ルギヰξ→ト英役砂Kフ元ソクス　と顕厭朗、由8⑰）X叫K増仰して・・る（冶
吻増萩ぶ見ら㎏る原Wば太陽風4磁彪セクター前の赦断間はデータ拭な・づ。珊Fデ汐Z動
機特繊齢・耐考欄れて・⑭こ・毛・ヌ則鞠2悼》（十桑な鋤八見泌
首輌シ・⇔ウム嫌～をしk・　　碇めゐ．・のよハ鞠フ・餉フヲ．タ砲
・・只…　㌍ラーペ・ツパへ・入鋤・知線門メ＋・咽叙ついマ、
射糖・源醐いぽ・声戚、〉謝壮矛凱や酷蝸．
フラッタスり変噺と太聯）マラXづ一ぺ太防
實論竺漂欝；㌫蹴㌘，♂
ソほぼ違顧夕k観刻芝M、やツフ・内の入釘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛o・　　　　　　　　　　　Il㌦　llフラヅクスー量4爵聞亥うレしメS陽風、勿舗ハ。ラメーター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll口1⑪lll
寄ヒ4レレ較を汁な。陵。
　㎡回報・告レαよクレ＜、ヤギップ内の＞s府フ託クズ
磯バ酵球・墳老・見ら蛤物合協　F°魯’14’1°7°　　F’∪り’・1’7’
x瓠ふ・彬上⑳sドc♂開柏）岬である・ミ勿10，
こ巴賦也垣ssc司ヨ竈こずよ〉な羅座　　川｜　　　　　1いいu
間の｝倒臓或の醍式キ々。フ・恥入自丁フう
・・ク知増郷関紅之・ば・パ示して・ゑ。、
顧噛僻牢］｝搬蜘遠フヲ，クス欄・・一一…・一一一一一’〔091ヨこ鯉
萩ぶ見らトる傍合Vf葵了・し↓促上でSSじのようf。　dgn．“y
遁最㍊弧甘ベバ蓼．更⊇し、”弓・
簗㌫Y蒜．鷲罐㌍罐
ヒ列喝K何坊Aの傾向ボ見ら爪〉ヒ思わポゐ
ぶ、冷φしミク∩醐「舌は、は．芝ソし甘い．
油すべ舗は南瞬犀緋撤か入河
フラ・クスの〕鱗ぶ見滅が青k臨穴陽陶
繊（イ才・∂拭噺い値繍して・ゆ・・弓
一㍉　こ4こヒロ、この見象状配こる肯K渉、
やリ汝。ク汐蛭バ磁姻工傍ぱ過、き
レZ・・ゐニヒS子岐していゐへふメし“口い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1由方図詠し験例頃剛特2副じ師ら2別㎞
赫の期闇⑰る式こ槽欄には花工舌
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EXOS－Cによる降．下粒子東の脈動観測
飯島　治，賀谷信幸，松本治弥，向井利典
（神大工）　（神大工）　（神大工）　（宇宙研）
　19次南極ロケットS－310JA－5号機により初めて観測されたkeVレンジのマイクロ・バーストをは
じめ，降下粒子束の脈勤を観測するために，EXOS－C（大空）衛星に搭載された低エネルギー粒子観測器（
ESP）には脈動検出用エネルギー掃引モードを設定した。ESPのHEとHIセンサは通常32steps／2
sec（High　Bit　Rate）または8sec（Low　Bjt　Rate）で対数的に200eVから16keVまでのエネルギー掃
引を行い，基本的な粒子束のスペクトルを観測する。一方脈動検出モードとは，8段階（Cモード）または4段
階（Dモード）のエネルギーを，1step　2　sec（High　Bit　Rate）ないし8sec（Low　Bit　Rate）で掃引する半固
定掃引モードである。lstep間に32サンプリングを行い，　High　Bit　Rateでは数Hzの脈動を検出する事が
可能となる。去年11月26日から2週間，ESPをDモードに変え，脈動観測を試みた。脈勤と思われる観測
列を第1図に示す。最上段がLEセンサのデータで低エネルギー（6eV－300eV）の電子の観測である。
二段目以降はHEセンサのデータで5Chan皿elのうちCh，1，Ch．2，Ch、3のカウント数を対数表示し
たものである。HEセンサは1／4球型静電エネルギー分析器を用い，ピッチ角分布の同時測定を行っている。
エネルギー掃引波形を下段に示す。測定エネルギーは0．41，L26，3．9，12．lkeVである。Ch．1の12．1k
eVに約1Hzの脈勤が観測された。この時他のエネルギーには脈動はほとんど観測されず，高エネルギーの電
子に脈勤が発生していると思われる。　またChanne1により，変化量が異なりピッチ角依存性があるのがわかる。
衛星での脈動観測の場合，衛星は高速でオーロラを横切り，脈動なのか，場所の違いによるものか判断が難しい
が，第1図の例では，LEのスペクトルの変化がほとんどなく他のエネルギーではflUXがほとんど一一定であ
ることから，脈動と判断した。
…
→「???．???．廿??「↓ー?」、????
「???
第1図　　降下電チ束の脈動の観測例　　（Rev，　4320）
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大気波動が・誘起⇔嵩緯度のD領域擾乱
1川　平ラ告．二　（京×・理）
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脈動性オーロラ上空での磁場変動
小口　高，藤井良一，山本達人
東大理　　極地研　　東大理
　脈動性オーロラとその下で観測される不規
則な地磁気脈動（P戸C）の多重相関解析を中心
とした従来の研究の結果，
　（D脈動性オーロラの下で起こる地磁気脈
動は，脈動性の粒子入射による電離層の電気
伝導度の変動に伴って変動する電流で説明さ
れ，磁気圏からの湘波の伝搬によるものとは
考えられない、および
　（2）粒子（電子）の入射が運ぶ電流の寄与
も殆ど認められない、との明確な結論を得た
　（3）更に、脈動性オーロラの上を通ったHA
GSATでの磁場変動とオーロラ脈動の関連から
PA↑CH近傍の電流モデルの妥当性についての
見通しも得られた。
　これらによって
　（4）P卜cの起源が電離層にあることは明ら
かになったものと結論できる。
　しかし、厳密に言えば上記の研究（1），（2）
においては地上の磁場変動を取り扱っている
限り少なくともFie｜d－Aligned　Currentsの部
分については厳密な証明とはなっていない。
　何故なら、地上での磁場変動から知られる
のは電離層内の等価電流であって、Field－Al
i8ned電流そのものではありえないからであ
る。　また、（3）においては未だPATCH周辺
の電流に基づく磁場の計算と観測の比較が充
分に行われていない。Field－Aligned　Curren
tの部分を本当に実証するためには電離層よ
り上での人工衛星観測とPATCH周辺のモデル
電流との比較が必要なことは言うまでもない
o
　このような点を考慮し、先に提案した電流
モデルを検証するとともに、地上では知るこ
とのできない入射粒子の運ぶ電流の効果を見
積もるために、本研究では、1980年1月23日
カナダ、スティーンリヴァーで観測した脈動
性オーロラと、その上空を通過したHAGSATに
よる磁場観測結果とを比較し、電流モデルが
地上のみならず電離層より上の磁場も説明で
きることを明らかにした。
　以上、本論文は、従来続けてきた一連の、
オーロラバッチ周辺の電流とその磁場効果に
関する研究の最終的な結論である。
　図は、楕円型のパッチに対応する領域で周
囲より電気伝導度が20％増大したとして計算
した、高さ300kmでの磁場変動の分布の一例
である。
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》皆磁か線電肩Lの電離層電気伝鞭依存性
藤ヨ十　佐一（極地石w）、　竹中潤併葉大・理）
硯す』3表類に大別さ此5こ叱が．分．Zきち。
　　廃蝋構1・つqて端i時垣れZ赤ツ、
1磁気囲内の大競対流やリコえクション掌バ
勘源として幼デう奴・⇔．　茶講演で呼
褒生裾構の性質として、定電圧源痴覚琉森
とqラ区別の巖！点から、上記¢e自らn1屋ぴ・2
匿庇∫ごっ↓oτ解所した結果2報告す3。
　　ここで言ラ，史電圧源、定電嘉源zは、
；口磁力線電琉の生歳1療（λ紘気禾益面附匡Lと仮定）
と通3！硲束管を考Lち時．南丈丙半球に流れ
ムみ〔ヌは琉れ蛍3）電琉全量バ．ゼの乃故東宿の
かヒ電艶層の電嵐イ云尊度の和1：比倒す3場合
を定重1を源と定義レ，上記イ表碁度によらτ’一
定の場冶笈定セ流源乞史力3。　本解和二用
、、た仮史じして1古
　り緻力埠重免彩擾舌場所ω圷wり痩“．檀
　　麹，　地滋気活勇ウノ匠（kF弩）　ε定あ　れ　fぎ’一彪
　　で・ある。
　劾電離層電気伝皐度惇，solαr　uvと陵下粒子
　　によりつくらμt3が㌧場汁βぴぱ気遠知産苫
　　タしあ如零‘㌧峰下粒各によさ寄与1穗一見ひ
　　あ3．鰺に弛磁気耀勤厘バ位咋れにト、
　　　　叩＝｛2・W一ぴいユγα：犬頂角）〈W・HZ晦）
　　のようにあわせ身tる。
μ上の亭柄錺雇しZ、地磁気》請薩の低・・
時（二τ・感k斥1⊃の男鋤線匿涜ヲ鍍と
物題琉別雛層仁歳ぬ靖町τ・電気イ云
毒度メの関係を幸あ1三。
　イ更用し舌デ，一タ声HAξ5AT衛星によ形得られ
た電離層E雇より上評り地ヰ滋場‘：直をTJ
戊！分の窟場データ⑳∂r3。　期圏は岬7？与
日臼リ1480剤月r抗・の納鋤働£vehττ・あ3。
　　現在共パ麟磁気圏と融鵠の酷泉イ躯して。8－lo町1村団ビ「の畑ふ時論1・
λt3繊力線電琉仁つuZは，規象面・理論つuての結果X柔す。函から彰分3よラに・
面より様々存励究バ行め4tてきた。　ぞの結両老とも電緬慶t手．伍善震別手ぽリニアの
果氾磁力線翻L‘さ、陶。・イぴ2x呼蹴湘関麻・．・ず’帖史極圧濠で，あ3・吐柔
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共役点大気球観測計画
佐藤夏雄（極地研），北欧大気球実験グループ，共役点観測グループ，
1，全体計画の概要
　昭和59年に実施したアイスランドのHusafeU，　Tjornes，　Isafjordurにおいてオーロラ現象の総合観測を60年度
も実施する。さらに，アイスランドー昭和基地の共役点地上観測に呼応して，大気球観測を実施する。大気球は，ノル
ウエーのAbervar　（64．8’N，11．3’W）より放球し，テレメ～タ受信をAbervarとアイスランドのTj　omesで行う。
大気球観測の実施時期は上層の風向きの関係から7月に行う。可能であれば，昭和基地からも同じ時期に大気球を放球
する予定である。
　アイスランド3点での総合観測は通年実施する予定であるが，7～9月及び12～1月に，オーロラ，VLFワイド
記録等の集中観測を行う。
2，大気球観測の概要
i）参加国：日本，ノルウエー，デンマーク
ii）観測テーマ：オーロラ降下粒子に伴う波動一粒子相互作用の共役性の研究
iii）観測項目・放球数
日本
　3管式オーロラX線観測
　VLF自然電波観測
　オーロラX線イメージング
　VLF自然電波観測
ノルウエー・デンマーク
　オーロラX線観測
　電場観測
　VLF自然電波観測
2機（15，000㎡）
1機（30，000㎡）
θ゜r旬
3機（10，000㎡）
iv）観測期間：昭和60年7月1日～7月20日
　P「edicted　tr・弓SC的町。そba11。。n　1醐・ched・t　AΨelve．　in」。1V．エt
㌫：芸翼鵠：＝㌫：蒜漂鵬鵠；三1：踏，王：：＿．
6げ“
3，地上観測の概要
D大気球観測期間（昭和60年7月）
オーロラを除く総合観測を実施する。VLF自然電波ワイド記録の集中観測をアイスランド3点，ノルウエー，スピ
ッツベルゲン，南極で実施する。
ii）共役点オーロラ観測期間（昭和60年8～9月）
昭和59年度に引き続きアイスランド・昭和基地でオーロラ及びVLF自然電波ワイド観測を集中的に実施する。
iii）アイスランドにおける冬期地上観測（昭和60年12月～61年1月）
　長期間オーロラ観測が可能な冬期にオーロラ総合観測を実施する。特に，昭和基地で観測不可能な朝側オーロラの特
性に注目する。この観測は東大グループのスピッツベルゲンでのオーロラ観測計画にも呼応するものである。
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才一ロラX線像観刻用毛ザィク型∫～ζ乙の半導砕疾出器訪開捲
十才　ぼ，　村工渚L．卑乎靖昭、午島考パ立赦大戎）
ムL隆缶，　ズ●萩雄ノ　西村紀く申宙）升浮研）
ノk参　診3ム（改梨函弗く）
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アルゴスシステムとオートレベルコントロール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村純、太田茂雄（宇宙研）、PPBワーキンググループ
1．　アルゴスシステム“
　PPBではテレメータレンジ外の気球位置の捕捉および高度、温度などのデータ取得にアルゴスシステムの利用を考えている。
このため三陸大気球観測所において、アルゴスプラットフォームの地上試験および気球搭載試験を行った。
　地上試験は9月1日から7日まで行った。この間、1日当たり9～11回の衛星通過でデータが収集された。衛星との接触時
間は7～15分で10～20フレーム受信された。位置の検出は1日当たり5～7回行なわれた。地上試験における位置の誤差
は1km以下である。
　気球搭載試験はB1－33気球によって9月24日に
行った。第1図にその航跡を示す。気球は高度15km
で東に進み、50時間後に三陸から1800kmの距離
においてタイマーで切り離した。上空では見通し範囲が
拡がるため、衛星で受信される回数が増し、1日当たり
12回以上となぬ位醸出の醐撒と同じ5一ヅ
7画鍍である。飛翔中の位置の誤差は10～20km
である。これはテレメータ受信アンテナの角度と測距か
ら求めた位置と比べたものである。なお、測距から求め
た位置の誤差は1km以下と考えられる。
　この結果次のことがわかった。データ受信回数および
位置検出回数は緯度40°付近における最大値を示して
いる。極地方では毎回衛星が通過するので、更に多くの
データ取得回数が期待できる。位置の誤差は予想より大
第1図　B1－33航跡図
きいので位置の重要な観測には問題があるが、PPBにおける位置捕捉には充分である。
して、バラスト投下条件を決定する。
この時、高度および上昇速度が共に設
定個刀下ならば、バラストを一定量投
下する方式である。設定値は上昇速度
が18m／分、一回のバラスト投下量
は0．5％とした。オートパラストが
作動する高度は通常、水平浮遊高度の
1～2km低い所に設定している。
　オートレベル・コントロールの飛翔
試験は9月6日にB5－122気球に
より行った。第2図にオートバラスト
による日没補償の様子を示す。　図中、
2．　オートレベル・コントロール
　ゼロプレッシャ気球は何らかの原因で気球内ガス温度が低下すると浮力を失い降下する。テレメータレンジ内であれば、コマ
ンドでバラストを投下することにより補正できるが、レンジ外の場合には自動的に適正量のバラストを投下するオートレベル・
コントロール装置が必要である。
曇灘1三灘三日…　…　：：：ll：：：1
下醐している・この瀦を勘るた　　甲∨一～シ．　　　　　　　＿○ジー
め、5分毎に気球高度をサンプリング　　　2ST　　　　　　　”＼’，　　　　　　　　　　　　／！
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第2図B5－122の日没補償
20 　　　21
　　　　　　　　　　　　　 　　　1印はバラスト投下を、i印は設定高度以下であるが、上昇速度の条件が満たされなか
ったため、バラストを投下しなかったことを示す。このように上昇速度の条件を入れることによって、ここでは3．5％のバラ
ストが餓約されている。オートレベル・コントロールによる日没補償は7％のバラスト投下で完了している。これは通常の日没
補償の最低に近い値であり、満足すべき結果である。
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回帰1生SUBSTOR凹群1ゴ寸寸る太陽巨大班磁場の授割
斎藤　尚生・湯元　清文　（康」じ犬　理）
旧‘切オーロラ嵐ぽ、太陽話動極丈期1二はヌ、／今solar　cycle（7）同し時期、即ち1984一
実繕，性太腸フレア1マあ7非周剤勺に群登し1985助同様撫較劇生面芽日周期の回嗣生
　極‘ト期†フ’並付くとコロすルホールによっ7　才一Pラ嵐群、流源面中1性線下の巨丈斑1磁場
日目瞭な2旧の周期性慰寺。仁オーロラ嵐群げの出睨Lしけ、極あ7類似はの高い閣蓮現象
発生する：L廿知られ7いる。然しぽぜ極小打鳴出ぎれ「三。而・しこれらの巨蔦f王磁場の極
期直前＝対の点丁噺型刮《コロす｝しホー1レ噛コ缶描H・1・．Ni・h・1…1、・宕齢し、
ひ生し7周期壮オーロラ嵐群わ溌生するのひカっ太陽磁髪圏の二半球極性灘脹も合至女レ
、即弓口ぜ赤道型双極子廿発生寸るの†フ’ぱ不7いるごL†ハ・判明し仁。
朗《zあっ↑三．本講演《・は巨づミ班磁場ザジの原
因であ乙ごしわ・ぼぽ帽らわ・1二ぼフ「三のZl蒋表
才る．
［資料1光球面磁場ノか布、
太腸面諸現象。
語廓ξ面磁場付布、
［糸6言倫J黒点、に才Hale－N毒cholson　law盲元満F…し
、　†フ・一フ極戊ミ期1を過き11るLdiffuse　し　『～消元威’し
、広璃弱磁場領域玉作フ7いく：L†フ・知弓れ
τいる。：のよう仁し7形励’寸れ仁巨六斑磁
場ぱ、第1図の関係力’ら、赤童汲極子、冷斗交
中，陛面、およぴ点対庶型コロナル市一ル壬生
［解相前・・1・・cy・1・の下降期日nぢ1974年ずるのτ1、：の時期ロゴ、第2図に示可二1’L
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才一ロラフbロトン■よぴ電3降下瘡～σ）Globol｝㎞eγn
官面　宏，鮎川　勝
　　〔極地石D
　　極t家におrrる才一ロラ粒多σ）瞬1く麟’
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＼、る。そ差ってノ∂。』α1穿杜3降下の樟相色
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殉・・wんぽの動特性解祈工．
匙1弓　月券　　　賑甘良一
　　（極磁イの　　　　⑭ピZ汗♪
　煮腸風どプセ辞’磁知圏い頼i2作旧仁董
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貨Xレの才一Pラ耀・象にっ・・㍗才．勧倉親宅氏
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サブストームに伴うオーロラX線バースト　　　　　　　　1、地磁気脈動との関連
典（山梨医大）、藤井良一（極地研）、河野　毅（理研）、五十嵐喜良（電波研）、菊地雅寿（明星電気）
　前回報告のとおり、昭和基地から23次隊によって放球されたB5－24大気球は、レベルフライト申に顕著なサブスト
ームに数回遭遇し、最大でバックグウランドの約400倍に達するオーロラX線（＞25kev）バーストを記録した（図1）。
サブストーム発生中の気球観測例は多いが、逆に、フライト申にサブストームが発生した例は極めて少ない。とくに、
レベル高度到達後1．5時間目には鋭い立ち上がりをもつサブストームが起こったが、X線だけでなく同時搭載の電場計
もそれに対応する興味ある変動を示した。これについては2で述べる。1では約10時間の全レベルフライトを通して、
Pi　2型地磁気脈動とX線バーストとの1対1対応について報告する。またほかに、　NO舶一6衛星による降下電子観測結果
とも比較する。
　気球高度で観測されるオーロラX線の脈動については、古くはParks　at　a1．，D、最近ではFosterその他、　〔2）、
3）、4）〕によりPc3，　VLFとの良い対応が見い出され、サイクロトロン共鳴による波動・粒子相互作用が指摘されている。
これらの殆どは、準周期的なVLF脈動との対応を除けば、パワースペクトル法による統計的なものである。
　本フライト中は降込粒子による電離層の電離が大きかったせいか、地上ではVLF波動は全く観測されず、代わりに数
Hz以下の不規則なULF波動が顕著であった。これとX線バーストの対応は図2のように全体としては良く、それぞれ
0．3～0．4Hz付近にパワー極大を示すことが分かった。しかし詳細に比べると時間的ずれなど対応しない点も多い。こ
れは高緯度帯のULF波動が複雑すぎるためであろうと考え、中緯度帯でSyowaとほぼ同じ緯度にあるWingst（ノルウェ
ー）の記録から不規則型脈動をとり、その発生時間と振巾，周期を求め、図3に□印でモデル的に示した。X線バース
トは1分以内の急な立ち上がりを持つ型（黒色）と緩やかなもの（白色）とに分けて、振巾と継続時間を三角形で示し
た。sharp　frontのX線バーストは殆ど例外なく一若干の時間的遅れを無視すれば一Pi2型脈動と1対1に対
応していることが分かる。両者の時間差が時間経過とともに増大しているようであるが、これは気球位置の西向きドリ
フトと関係があるものと思われる。
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サフズトームに伴うオーロラX線バースト
　　　2．電離層電場ビの関蓮
　　　藤井良一（極地研）、ノト壬正弘㊤裸医大）、ノトlll俊雄偉夫理）
　　　河野毅（窺研）、五十嵐喜良（電繍）、黄地雅寿（明星電妃）
サプストームにイ半ラ降下粒各と電離層電場は昭和’み弗魅也閣1・強u面向きジェット電流
及が電薩層電庇との関孫につUτぼ、来だ時が存在レていたこと声ン分る。
間・空間分解能の良し1同時ヂータがケなω為に
はウきりとは解明ゴψtτωない。　倒L｛♂、
眠t螂d†腋鞠S㎎eの構造L降下粒チとの
関イ系ぼ・ト4e外8　eオα皇・白9ワのらによリ、　DMSF裡了
星セ用Uτ調べ写血たが．ぞの時の電場が必
うなフZい3のカ、rδノ分・フτ口ない。
　本泰痩で・1ヨ、！守82年12月21日に昭和基地よ
り故ヰざ血f三大気茸B5－24によリ得う4tた、
オーDラ×森・電場命蒔観測デー9と暗和’
みずほ基地で得ら血壬地櫨気ヂータ芝吊“Z、
才一〇ラ瞬下粒3一電酷層電場臣び1電商漕等
イ651電象どの閲係に・フuZ報・告す3。
　図1は円8ユ年i2月21日16SD》1曾30　UTのオ
ー ロラX線・電場度び地上（昭知）の地磁気1凌動
x云Lた彰のであ3。　粒3降り込みヒ電場
の方向のスイ・・チジゲ（柚向→低鯖旬が’
吻姉己畑・鰍鍾ち下が回咽時｛・殿
て・肋が鍋・丈魎』畑・回復期
0ワ30一押3ぢU丁）‘二は．電場・地磁気凌動‘δ
徽面向きジェy卜電流の下に気ヰがあ5こと
を元しZ1はが，栽きの降リ込サぼ比鞍i的少
ない。　このこど1志同じ面向きヲェット電
〕えで1｛5、今回のオーロラX糸蒙検矢o蕗で・i潮免L出
来3zo畑」症の降下電⑭降り込みの強、）
領域良電場の考向の麟輪領域．肪面
向を魂向守の参‘エVト電琉の境用饅域‘覗
5ψL3こと左ラ『ヒしてし，30
　図2には．βぽ酬ず峰地の塊昏紀b卿
を元すバ、he｛iα拓鴎賜以飾史賭和キリ但績
友側仁東向きプ‘エット電泉が．nε夢』毎中
回2．⑰o・湘r巳団％㎞卿．⇒
劾鹸惇下向を正
AU－X
S
【＝
「?
‡300nT
　1700　　　］730　　　　1800
図1．脇・」燈場・地上ぷ場相闇図
?
（UT）
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フ『一ロうX線σ）大気ヰにおける拡散シミ。Lレーション
5わ寸ではない。×気ヰにお叶る光’電効呆．
つンフ・トン散乱，トムソン敬乱などめたあに
，最初の放射方｛司から拡散し，いわザ瀬像
ボケε生ずる．この点ケの程厘は，×線、の
：鱗耀㌣ホ嚥懸跳蕊三嶽
（勃年，寝爵，面積等）に丘］5され5ので二
観創から得られ巨X線1象を登生お度ての生o）
茎に1まき直マには，このボ’・丁（の程蔑ε色をo）
。・う＋ヲに打ほ数量的に顧ておく・¢専
力v’あ5。
　このようほ大気守におけ⊃X線（光よ）の
伝搬過牲を解析的に解くのは1学ずほ得患で
なく，むしう個力の光〉の一鎚1っ、っ追
跡、して、麺うの志†で』斜楓ε：恥上・凸
ぜ♪£ンテカルロ法6V’よく4更われる『氾）しかし
ない・らこれ．き℃’の｛列では，一次，電3一スペフト
汲＄働X線スペフいレとの関係、酪扱つた
ものbぽんど℃主闇飾の灼一ン認鋤
訊勘倒は・慕吐い．
わ鋤れは嫡に，μ偉裡醜と気蝋
度で同時に得うれた太場X線データど相互ヒヒ
較⇔ことによ・て、大気中にお・↑ox線の
掃ま、は亡ンテ加レ0で解く方式を2随し
在i）。そこどこのシミュし一ションセ才一D
ラx線の齢1適用し，上記毒像灼の定量
化£試みる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小玉正弘，　小塗紘一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山課医丈）（日×嬢エ学）
　　嫡蔽討・Dラ線の毒紅輪場下図吋恥用・・げ・ブ戸の卦・・
合，lo・k耐迦⇒一・ラ額て魁した制一ケヤートである・
勤蜘x線砿間怖εその詩の字で才且
　SOURCε　ROUTlHE
’一←一一一’≡一一≡≡一’一一一≡一一　一一’〔　－　－●≡一‘
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ…
文献
1）小㊧紘一，小壬正弘：南極童商、銀，137
　　（1『80）．
2）4・R・P（蜘8tぬ蝋C・D・伽5er：ρム砿
　　sヤ成ρs己ノユ，lo69（階D・
3）　　s．M．　Se｛！七乙er　α爪d　　M・J・Be門er　：　J’Aim・
　　秘・・1ヤ…　　（mz）・
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5／ハ1じ．5Aン膓膓†寂・・∫・て⑳戸4）毛∨しトじ入
働鷲建｛鴎膓詩
　　cづlc戊A／（蓼敬（レTA吋．1叫8）
｝灯／Vつ寸じ駕入しノ刃L下佐㍉毛務御助
｝づ二。
碑ぴ鵬紬碑ベフL踊耐戊，
侃・・い刷・）・・己叶暫」折膨レ
川一七1・油獅夜・柳櫛寸畝ウル
1・紺k酬辱彪、・ち診叡司τ・rプレ1レゾ才を
1て》認湯轍門w紬州、ト
オ協パレ、ソ吐傷の　　　　　　　　　　　諦《ビ秦引㌢ぱ艮
、～ズボ獅パ笥笈1ぐ千う恒コ醒⑪究・レ
しのぞ》ら已咀見暗孫綱£祈1．
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ご～1ニー…．　．一Σ一
．・「． 二」ニー
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1‘o　　　」∫o　　　　IZo　　　　μσ　．　．一
一　、．．二・・．　　．．．．？o　．．、　Pロ　　　70　　　．．‘o　．　．．．口　　　．．．＿．一・』
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　　　　　　　　1
Rじル㌦4’ろむ砧L，．’角P｛‘WL侶
ム、眺応門外碑パ・．巾邪レ、
ぽ1《蕊鷲∴1驚祠じ
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中瑠圏ナトリウム層の詩も愛化ヒづ欠元光化学£デ”レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内海駆ム、　広野　求4ロ、　藤原　玄夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（九×　理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の結果であった、この桜に、イ倉緯度で’の両毛見
　第z6次南極堆域観測隣は、色素レーザ・レ〕則法’こよムちがいはあるがこ高緯崖ほピ冬の
一 ダ‘仁よ5中闇圏ナトり～フム層の毎房則1ζそつ増ヵロが大きいことがあ●。さ。券～々は、数年
目的⇔一フとして、日乍年ll月亡｝溢硫し一たのマ｝’、閤1こ亘5330N’こ≠｝1ナるラィダ”こよ3　N氏層の
いす“ん、南極力芭壕、こおけ5初のてリナトリウ潅見ミ則かう、　Kt廿Fもwk　（3ユ。Nノヒ喫なり、
ム層のライダ観測賄鋤踊・と’・鱈う。冬か吋るイ飾・・ぷことを見・噛した。
　　　　　　　　　　また3ユOz“はぽ乙んど組戒1こ近い）であるこヒカ・う、冬季の砿層
なくなる（k品庖kのギLタ1こよ3）乙結ぎ詠走乙源が弔L弓旭いたがパ講一次元
論づ’けている。吃の後、ライダ短測が始まっ　光化學毛ヂルか5戒層圏錫上右への砿散は、
てみるヒ、∫∫°N〈英）ぞ十倍、44囚（仏）で冬の拡散係数乞大きく仮定するだサz㍉よ、む
3イ昔、23°．∫（ブラジレ）で2倍の冬・の♪曽大さ享一）カ’しいようで’あ6。
　　　　　　　ii・一……1…・9｝・÷露・；；；、一翻．］，．欝・・「・1
ゲ‥バレな叱層の形態を知5上マ’㌧その
報惨が％寺たカbる．
　一翻～にr寸瓜層は、　コラA量ザ冬に増ヵロし、
ヒ゜一7が下がづと翻れzい琢。加nt勒
（1寸67）は、tωilr8htの鮭見唄り紬果左まと幻、
↑む層の冬増丈は版6°以上では顕嘉であリ、
4◇oて’‘言、忍めうる4呈度、
﹇??．
゜…
O
?、（???，｝??????㌔
また、日月けち1こコラム量がメ曽カロ寸ることψ、
イ自糸§度ご’」も、…沽し星雨時にト・∫（礼層が’増カロするこ
と1工、今まで’の雇昊唄膿んなかフたことで｜あま。
。ご要k霧繋繁ぽ罐：
綱’に近い）、≠た冬にはM＞／K～飴く逆∂7k・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
騰舗、・；i難購馨；鐸驚｝r「一際隠醸禰一翻｝：1
慧贈讃
?????????????????????，，??桟?鼠綴…継…
li蘇購令…－lili　ii］’1
い『ili｝1・iii日・〔・
i灘…i…鑑曄i難
｝締桜一粛1零蒸
　 　［il・i制　i・
JF…パ今門」」AS？N．．1－D
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南経く伯P24・（縁気ば巨・ノ、）観那鎚暇告
岩仮康1計名犬・〕く圏研），森田泰弘（名犬・室㊨研）ノ伊藤朋ん〔気象研）
柴崎手・フ人｛爺＼犬’捜．ノ
　z4ンて随＼では、　M冷P観測用に淀，おすわね　え．気薄鶴則
7竺7三つ’ラス、ケソク1民．の犬気ぽ峯に《頒え、丈舷、
のづム気球乞用レ・7ヨ巳司しは19’ぬ7け．た．
コム瓦持は3k3のもめL之4元レー13コ連結1
マ使用1仁．二のヤ，ゑは方回はじめマフ弐ヂ乙；
蘇‘∫こと・・ハで功り、］支欝テbウにはま∫ぞ才た1欲良り
知ぴ’めろい○そ・訴搬はん令に脳孝
イカ1つ。オλ4次観剤隊で行。アニz連の九疎
観，刻の絃過乞こ2に緩る一すろ，
づム礼砧ε．用レペ仁緬い工，
川〃ごe粒3－♂教恨度ノぷび粒lj≧な存、
ノ》）ん甘鍋粒テの救徴度
ル）永蒸九願
の3項冒につの7実施てれた．
1、ゴ人気ぱ観剖
　MAF観剥は、ラの計ゑ之穿、多時ガら総な
的ゴ観・別（育機的に1っガソ乙肉連ンづけられ
7竺観］戊一が’強調∠れマの7う．極W戌層圏の乙
㌫㌶翻㌶：㍍二鷲摘㌶ξ
向で1司頭にイ∫。イzのしま，エフ⇔ソ’・り鳶の愛勧
がーLら㊧受の時向丈ケーノレし亡・7のろかし
レ『 ラ奏一マ’あ，フこ台 ウ・イ£～糸孝ノ菱亭7『1の融］イ司ザ
ラ推定1マ、ある現）ぶが『みられたら散日同の
≒ち仁放砕観司もする・が望引のじ一）経
諦でゐ．たぴ「jん・ゴくみ確大時のエフ⇔ソ・レ
の．舌信提疹］，　そのイこカ、・※球準イ看にクヌくり
w手1司〉人毛互〈こ乙は絃θ之けるよフ麦才泉す
ろ。丸穆圏ロワ・カレ直痕変・畠り層ピい
イレつろじ1儒き〉＞， そり三展度1才τセンニし二くらペア
竺わめ7低いも・（であ3ラ1後｛二”極↓砺グ
1ま劇亨・・宏く∪パL礼よくあピ
測で知ろこLにイ」うがξキ房段階れ才爪明）、
ブあろイ」らHうム逆L〈のよゴ↓ぺLそのままム皇
砕ぞリ伶故球矢験・耗鞄ま
ユ、4珂ノ日は高度がえ、㌃に土ず写ラうじ
　　マ成層圏し二入．仁，乙昇・ヂ舛時〉¢・
　　競司土氷マあ’つ、・斜牛一之え〆ε三↓ゴエ」チ・
　　千稗りσ1謎久ψ×マ手ち↓ぺろこピー抄、判明
之、6月3θの放球は用L。π絃ヂ髭望測用
　　めゾンデの労が“ノぐツラソー不調で’あ・
　　プニ　〔孝矯段稚1であまク長η矛ぼレ巨“放
　　置ピ∫のこし等乙孝・習〕
3、 ／也の↓切にっ臼7は一アペ’7良亨3コ」デ．一
タがヒγペノ〉季の・∨パ絃3一観」司．簡極
でのA｝柱erし粒チ観司ヤ永葵気｝観剖イ」じ
雀母的し二みマもぽじめて℃惑われ3気1
嬉観到デ㌧タガ・’得ちれた。
こしを観3．今険リブ果玖
M寺・・込む魂なもあソラろ・7気球のヂ号吋続乏・ψ駒つや’
下降時し三も刻足土ポろの功’望ま1・L三乙・し二肖ち今乙あげ’ろごじも夫乏ゴ澱釦晃われ3・
1ま工瑚じも鶴司L行の丁二の．2のようコ割す
与らっヲ又一ゲ・・ク犬型気メ球の，吏用1才む一すみ1
く勉n号沃L描打ろこL仁つ・7㌃・・一くつ榔柔観司tけ元にろ7三・マほ司似長乏’けじ
かめ策がよピラプ複敵リゴ人気球｛土，王↓いざめ隊負苓佐め恥吻を得ま1た．繕謝づ老乙．表
λコ㌢．・与の丁ジもの，了行フ泉吻・’最L力艮∠て　1才プ・
プレ・一う紡㊨ζ’侍｝乞
利器のへ’イ⇔一ド創・パづ醐力↓才ん学
　　　　　’、イ9にほ（ソウムん堪づ下．裳つ
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プA．～8／26（フAρξ24）ズ気球による極城成層圏～02観劃
＿いイ醐聯繊構蓼三1：：
藺嫡・閲2f郷・疏欲リ，〃o、，≡…
才ゾン，ズ力電離度⑳別定乏有・た。（褒力§：ll
プ栂ぱz牢材ゾ・ラ夏1疏を殊・侯套・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…，。剃鑑1り頑綱に靱1を行，た。現石13デ㌧9の
解矛斤中で・あ多。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　壕晴和美，宕上直幹，ノ］、川剰秘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（章叉理）
　　南施’こ方ける〃ハρ観蟄1の一タ塁とレて，　　　　図i
2嵌隊uZほ続・乙2似隊、四・、て紘気　　BnLL°°N°！；二1；F、lli，ll，S｛；1；〔」自RE2U〕
球参り必llを実施レた。24淀隊で川∂姐成・醐］を主　　　：：：
胞・醜和缶馳w品ズ縁2　。・2・　　　，萢霧
　データ解祈♂手ゑ，原理にっいて1緒Zに何
回力’租5レて鴎の酵講頑刊ヲ詳述吻、，。
攻丁フぬ粥稗κよる〃0・観召・隊多象（〆・∫一
り吋）を示り．図ゴに〃0ユ！盆量の多イ乙Σ柔
レピ。0：00L丁灯近ノ●太場ズ頂角が款
にるぴリ閣タ碑．），励σの〃0邊
撮μ看・ている．の・・σ頃鏡にレ
て爾紡如をレてレ⑭。防畷，日噛
の太賜天項角変イピK二対／こしている。図2にフミ
蕨頂角どNO。庄量暇イ西元レた．これ
よリ柔あたθ笈賄の入／0～高度β「布を図3に
斥サ．
2〕輝・フ月2／禰τ・和聯繊滅層圏
ル0⊇あ霞房聯ρ揚うれτカリ．ノゲ後7月巧
26のデータ解祈を准あ，寸伯緯雇で・の観梱と
柘較レい婦τ蝕趾嚇々の毛デレξ欄の顧朗。て吋た。冴んτ、ら．
　　　　衰1x荻顧刻日助考
ハ2ナ ブ月♂
敬殊’目? タ♂∂芽〃月1ユ日
！9A2戸ムア
ノ捌与〃串o日
／ρA30徹乙
鍬到違
吻戊 ノお熔 ノ8㎞
鋤1協 々’o月禰 一 聞間
㈱鰍。 ト」0ユ｝椙勿光§†，　才ソ“ン　ゾジテ”
電離計
　　　　　　　一
?﹇?〔」O之
LOC自L　T［門E〔HOU日］
　樋26RLLσGN⑦BS．　OF岨臼r　sr脚〔JgRE24］
　　　　　　ユ　　コヨ　トコひノ　ト　　ヒ　　エ　　ヨ
…1；：［　　　　　　　＿㌧ぷ冑
そ］°°　　　　　　　　　　　．∴∵・”
ニコ　　ヨロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
　87　　　　　　　88　　　　　　　8⑨　　　　　　　90　　　　　　　9［　　　　　　　92
　　　　　SOLRR　ZEN［TH　円NCLE　〔［〕EGl
???
20
NO2　Derlsity（10g　crn－3）
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闇極桶大蔓しラ丁ダー観趣1
　　　　　岩甑楠（眉大氷圏祈），野村彰天（信大・エ）ノ福面　准（国立極綱r）
　　　　　　　　　　　　　　　，藤廿良一（国2二極獅）ノ手環威涛（国立極赫）　　　　　　　　　　　　名風　宏（国2｛稜鋼）
才23た観測齢≦梱城ヰ！層大鄭観測（　　　剖高‘’（反oμ・乏wメ（ぬの影響）
AM4　　　ノ∠｝NTA　RC丁工C　卜41DDLヨ三　月丁Mos　－
。H駅烏卵輪ρケ殿ほ痢始瓢観i聯勅）ち、DKフU孤柚成長
宮。　フブ〈才24次槻測隊Kよ・z世署で’魏訳虫乏れZい3於．Dの亭実ぺ気球鋤別
｝ぼCめ《菌極粥内ごヲイダー麗1測乏廟殆い　しの同廊槻測KJれぱ、そ）阜縄《7≒1じと
以後25次，泌沢麗測隊Kぴきフ次漱ているか予塑声』h心。　こ防硯象ぼ、戒看】圏エア日
か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾルと玄ヲて老ノ　）宅¢緯度縮と守・鰯長．で‘
　ここぞば、23次廟測隊KJ一て得ζ仏τパよ．エア1コゾ1レ例ぴ弄組成醇構屹の玄来え
緬果の一部と紹介丁参とともK、今後り多†画　・昨向童仏K犬亘口差次あづニヒ左尿暖1之
Kついζじ封諭才う・　　　　　　　　　1は。　乏参川」、晒圏4フk蒸駒収叉〉叉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　循環κ大亘酵耀左吾之づ可能柱入土Zくさ
工．才』2　　次　　Kよ）　　f†　　れ　、ライタ8「観愛ll　　　。
　麗刻は、〃♂3茸3月下旬」り｝荊始乏れ］［．今綴のライ　“一・1
旧耳／／月ノ日κ．休止1万（本陽老駕塗く
ほ・ZきZデータの　β／ノV衣葛ぐ13・斥ピ　エアロアル〉く肉毘気体の初究已主と1で碑
め）。　）Z⑳声1　78日周の潅旦測次実施Σれ裡貞れ斥24一沢隊切麗測乏発i展⊇〈之、26
K。　題測項昼ほ、初期レ（ほ、〃．6タ43　次隊ζ奏Q、大気⑳力彦嚇政老椥544｝・ηど
4煙叉驚数竃㍗ζ鷺拐瀧乏、灘曝欝雛㌦冨
ノ〃波⑳発振、乞れぞれ功液長の偏え解消皮τニタハング左相舷1∋、　この26次隊で
の測蓬じ汀つκ。　　　　　　　　　　　θ麗測左毛・ζ　M4ρ／θ〃4　と1之0
　4月，∠月，βぴ／〃月内3、エア日ゾル　ライダー麗測ぼ終ミ可さ．　i鬼在のと二…～、
（％』惣3－，ん託んタ磁チ）〃“ンデL4同
瞬麗愛撚，打われK。　　　　　　　　　　　ノ冬考窃劫β〃η必批％τの葬細な物1理プ日
　子月KほルW5月の航鱗搭載ライグ　　｛Zスの解明
一鋤k兼励観測五才『巨1こρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子つ杁ずK1コつζ’」∋イオ／（特K永和イ
　勧剖緬果ほi靱解打中ぞ協3漁
」）芝｝b奴宏11加レ屹wぴゑ多季
　　にみづ幽3
D真呑の醐鳳、還め胡之高日
　司度£莉
オン）の1］1う弐目とエア月ゾ1レのli司縁K
剛づ調査
硫解肉菖ヨ繍爪1蛤要なのぐ、ラマン散祝の利用
等蜘、データ解荷か山ε趨11ζ、カ1三リ《フ窒之
之み斥ll順《協る・縮と毛辮齢・K
ε樹∫ペミζ協3う、　さ多Kは、従束θ
彦，古扮野Kと写わ嬬川嫉耀シ蜘必
iの／タ83享秋の成層園エアロゾ1レ量ぼ手氷と周われ5（到2ぱ、のK関鹿1ζ）。
予墾（直接的ほじのば乃llの子、杷の
勧圃倒あ6の推定）乏れヨ｛ンのノrウ汐、
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～ト季極威エアワゾノ㌧層り扁…〈一
ぱアM⊇
　　岩｛丘泰佳（，名尺・永圏研）
』シ垣・・流’＝．ピ砺
1．序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～れらめ絃某のうちリ，万ノは・γ）4s4り人工衝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星観剖（編微Wノ昧線〉一飲ダろもの
繊のエア⇔ゾ1臓が入廓短く娠づブあゐが’、・’ン）パノ，及碗吟銅じめ7明
翻腺は二敬与末つM彫耽観剖・ナゲらセ’・つ内乏で’あZ極域鳩圏エァ・ゾ
巳畝砧7式z・柱ピ・フ久であスラ．本・レ層つ．肱瑳∠が緬よ・イ了已知
1づえ．分にその全貌が明らゲにガ、7いイ」一ラ　ィカィレーろが乞．牙え．ろムで室穴・ぶrこイントに
ちおはあろが！すで’に／タグ3与にし録晶めエィエつ．
残及が内長によ・マ～レL紘・爾1よラ乙づ3
試別暫却7つ（ル泌・ぴ⇒　3ライタ≡エ‥蕨っ鋤・・原因
／タβハこ～ではエにわ今次鴛兄剖隊によ・
イ得鍬丁・テ・㌧タもも・に冬奪・極域蝿圏　何らθ’の原国L・よ．7戒層τ圏ムつゾノ蝿
工行・んし尾の一蛭範1て・〔｝工蜘レ1マいろのμ噛⊃・』『．原理↓・もピ。
ろプゥセ人にっ已マ詩論1＞τわろ・
之、斥吉系、のま・乙め
z勉了獄1尺がチ↓二入れた穆彫則結足は、
｝）　う　イ　ダ一鋤］によ　っ　マ、　南極ム皇り
　飢戊〔層が入奮に看1くパ偏wし
　！ず♂：しがる阜められろ・
’り砿⊆・・いチン観剥によ午《郭脈
　　デ㌧タもオんなわ七ろ〉をわめマ低温
　　～－80°じ以、丁）イ詞光態、↓二弦r⊇∠
　　がわら力ろ．
ノ刀’ ）　　うイ　ダ’一し：　ようμ多光〆符｝生σ）罐」で’Lま
マ芳え．ろイ∫ちうつグーエコ’・）湧タ泉は土＞1
7ン欠のz兵によ・7づ｛れろはブデあろ・βρ
ちピ聯し体・断面績魂わ・埠刷躯鞄鷹初
である。
提’泉ゴれアニ永、品或長説，・‡、
気温つ低千→硫酸鹿葡エア移ゾノレψWゑ
　　　　　　　気乙・及収，
　　　　　→鞄多P永滴に又しく丁る，
　　　　　一→約一80℃少人千で司く品1ヒ㌻すろ．
　　　　　一→永晶＞1マ歳項亡すろ．
レラァ・只醗毒跡は光斑匂’撤
才し断面欲を曙珂±七ろ司ブ’，．一
一rろう・弓は一一一の初期L㌃は協迄酵司度｛頑りり増初が観測乏れゐ』乙♂フ君
は筒く写い（胡初め♪． え／グL㌘工る。ゾ“》♪ノ天がル助争臭は少イ」くLあ
の　び永口9㊨、㌧一　り主」艮ブうろの．は口者
∫の一・イ七、”ん宕に耗1違口τ時期期的し二はド貝られろ三じL示吹｛マレ「ろ。又の
（例んしゴク日♪し二は1ば1しゼ芝わめ7
高・（協％解坤度壱・・編」乞hゐ・
の多臭は「タ』『』才り璃ヵロが’絃
各r羊穿至が』久τく4」るこLで∨」く7（日P乙ノ4＜晶
の或長ぞ汀くア）玖：飯帰留捌ゴ乙困づろこ
▽）一一6わ期に侍。了二気球観淳］〉し強く示吹1イ囲る．
　　で’し才＝θ∨∠の教膓震度ψべ著ろ　1　く丁也　　　ノ今・●：　こ71’しま．　ノ㌔ナムeアしづ’イズ9りエ、アロゾーノし
　　想イ司乙（〃・r’一占㎡cノソ／〃4λが低濫劇牛rFプー』ピサィズっ彪チピ灰長丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3可能椎左議論『5。
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地磁気現象（ULF）σ）極域・赤道関原
　　　　　　妬打友ノ，可生政ボ，板翁ゲ，下泉政苦パ・・高ぽ茂干徹〔、ハ∨vグ’・レーフ’
佐廉夏雄脚　　×九犬理，朕東尺理，繰京丈三乳鍬×極㎏研
　　　地磁気堤象（uLF）1芋・疹域で顕着　麺どの滅気劉庭の前例1チ勿論口く・そ払ど
に出冤了多のご・従．表二の方面のえア莞1工、膨
川」つ極域X中心乙しZす才めうれ～撒た・
そし～、我々が白香固円て”直接観剤すづこと
ら2“プる申癬度磁気規鏡1才、一部の杉の（例
え1ゴ「ヒ3等）左原・｝ξ極城ドゼ⑳起源乙閃∪講痩｛び
左求わ安仁しがし諸種の埋輌つ、中低1・r担れろこL｛・・よるバ
緯度．の地磁気現象（∪LF）1工葎域からのz
淀的ロεの～ぽ1Sく・磁気圏探昂力、ラ直接中
低縛度ド規象が伝播しぞくる万能’ト生己たわ，
6のど考えられろ．この方えの正しご（又1‡
誤ク）X！確認・丁る亡めにば、周じ、チ午面内の
極或とホ道ご、時間精’反のよ↓）同時観衷］夏す
づ二とが1フのオ三宏である。
　ニラしF考Lに従。～小ロ左代ゑと琢る
〃坪年度海4学術調査ド赤迫観刻がとク入れ
られ、カナダ・ヨーoソ’ぐの光荏圏内1こ麟1
ネ。ト鴎勘る・同・手ド、酷道上1写～夕点
くアメリカチ午面（爪ワニス7ヨー），アフリ
刀子午面（カメ’レー二），イニドチ千面（コ
ダイカナ‥レ），日干子午面（フィリピニ又
1エコロー　｝レ）、　！＼ワイチ子面〈南太乎ラ≠諸島
））の観劉駐設ヴる二乙が膓橘丁れた．
　二人らのうち、爪フ〉カヨーには、〕ごド
荒和・よ，2束越及〆π煙命ユフの磁力
計め設置才れ、8艀り観刻左開始しr・が・
？目の現地ドあ・1ナラ丈雷害のた力、両型zε
被害夏ラ1丁ぞ観劉8えトップし亡。東丈型1丁
その後修復力ぐに了し客工うビが’、π丈堅｛宇
規脅点、〈／9叶年μ月6θ）ブびお末修復であ
ろ。
　向極θ召和基旭で1‡βξ問晴度のよ・》定常観剤
がおこなわれ之・，る・二のデータと力閃亀住
左みつたわ1二、θ召和嘉巡と伺磁気経！iεドあろ
アフリカ．3刀メ’レーン共孝o匡］ρく観ラ則点Lしマ
至ばれ・丸有とプ「生が観測謂査1二麦とくニレF
ア8．存（〃み年ノユ月6日ぬ亮、／タ拶手スノ『ア
ロ帰着）・
　手；艮一巻Z”∫エ、　カメ’し一ンの磁気志亘1二あ・17
る観愛協果玉適寮狙ピトボηメ1いンの
♪ラブ電●a有籔才え不明ぞ’＼イのよ有害昆
虫∨疫病ゑ鵠上噛難ロξ助々予得マ
人、麗測その巴⑳バエψド俘し得る堰境ぞ“あ
るか否か膨現時ぼで呼不明ざあつ。長ハ上季
　　　・瑚寸バカメ1し一ンから帰国後／ρ白自
　　　　　　　　　　　“、文字立ク速報の
威を出アよいが・藷種の近婁荏ド｛笹φ、講痩申
し込ケ5す♂次第ブある、
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静止衛星におけるPc　1地磁気脈動
石田　十郎，国分　征
（　東　大　・　理　）
　　Pcl地磁気脈動は磁気圏赤道面で．温度異方性
を持った高エネルギー粒子によるion　cyclotron　in
stabi日七yによって発生していると考えられている。
静止衛星高度におけるPc　i地磁気脈動はATS－1，6；GE
OS－1，2といった静止衛星の観測データを用いて様々
な研究が行われてきた。特に最近では，波動の発生
・ 伝搬機構に対するヘリウム・酸素など重イオンの
効果について，観測・理論の両面からの研究が行わ
れている。
　　Pc　1の発生機構を議論する上でPc　1の出現とSu
bstom　activityとの対応をつける事は，発生領域
での磁場の方向・大きさの変化，プラズマの組成・
密度の変化と共にエネルギー源となる高エネルギー
粒子の生成との関連から重要である。また，波動の
伝搬方向・偏波特性を明らかにすることは最近行わ
れている理論計算’計算機シミュレーションとの比
較を行う上で重要な点である。
　　解析に用いたデータはATS㊨の0．5秒値・期間
は1975年6－9月であり，この期間衛星は東経36度の
静止軌道にあり地磁気緯度は約一3度である。このう
ち主に午後側のSubstormに伴って観測された現象の
解析を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
これまでの解析で
　（D主に磁場に直角方向の成分（V，D－co姉onent）
　　に現れその振幅は0．1－lnT程度のものがほとん
　　どであるが，10nT程度の振幅で磁場方向の成分
　　も存在するものも見られる。
　（2）偏波は左回りがほとんどであり，ほぼ発生領
　　域で観測していることを示している。
　（3）周波数は（Nyquist周波数＝1Hz）0．2－0．5H2で
　　あり，ヘリウムのジャイロ周波数以下に集中し
　　ている。
といった点が明らかになった。
さらに地上の磁場観測によるSubstorm　actMtyと
の対応，磁力線に対する波動の伝搬方向，Polari2a
tion　parameter等の解析結果を報告する。
5
．25
図プロトンのジヤイロ周波数で規格化した
　　Pc　1の周波数と磁場の大きさとの関係
ATS－6　Pc　1
50 　　　　100
MAGNETIC　FIELD
150nlT
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標準電離層モデルを用いた地磁気脈動ダクト伝播解析と
　　地磁気観測所で得られたPc　1脈動データの比較
　　　　　　　　　　藤田　茂・大和田　毅（気象庁　地磁気観測所）
　　現在我々は標準電離層モデルを用いて計　　致します。
算したダクト伝播のカットオフ周波数と減衰
率を地磁気観測所（女満別・父島・鹿屋）に
おけるPc　1脈動の観測結果と比較している。
　　用いた電離層モデルは高度1000Kmまで定
義されているIRぶ82モデル（Rawer，　et．　al．
1978；Rawer　1984）を、そのまま高高度域ま
で拡張し、アルベン波速度が最大となる所を
上方境界とするようなモデルである。
　　計算結果から求められたダクト伝播の特
性は、
（D減衰は一般に夜間に小さく昼に大きい。
②カットオフ周波数は昼低く夜高い。
（3）子午面を外れた伝播は子午面内伝播より減
衰が大きくなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．10（4｝伝播速度は夜間のほうが速い。　　　　　　　「NIGHT－NINIMUH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川NTER図1には冬季太陽活動最小期の昼間と夜間で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
のダクト波の分散関係を示す。　　　　　　　K．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔！KHl
　　観測から明らかなことは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（1）Pc　1脈動は主に夜間に観測される。　　　0．05［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ（2｝昼に出現するPc　1脈動は一般に夜間のPc　1
脈動より低い周波数領域にある。
　　理論と観測の比較によると、　　　　1
（1）減衰率はほぼ一致する。
　女満別一鹿屋間（約1000Km）で、
　　観測　：　14dB　　　（Xa阿amur∂，　1970）
　　理論：10dB／1000Km程度
②カットオフ周波数もほぼ一一致する。
　女満別で、
　　観測：昼間0．2Hz　夜間0．5Hz
　　理論　：　昼間　 0．4Hz　　夜間　0．6Hz
0．00
　　　　　参考文献
Rawer　et　al．　　　（1978）
　International　Reference　Ionosphere
1978
Rawer　（1984）
　Note　concerning　the　Internati◎naI
　Reference　Ionosphere，　J．A．T．P．　91
Kawamura　　　（1970）
　Short－period　geomagnetic　micro－
　Pulsations　with　a　period　of　about　l
　second　三n　εhe　midd】e　and　lo卸　1ati－
　tude，　Geophys．　Mag．，　35
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＊Ps6のGROUND－SATELL－TE　OBSERVATON
北村泰一　長谷川康生　九州大学理学部
　　長周期地磁気脈動Ps6にっいては、解明されていない事が多いが、このたび、磁気圏でのふるまいと、地上との関係を調
べるために、2っの人工衛星GOES2・GOES3　とIMSチェーンの各ステーションの磁力計のデータの解析を行った。そして、
次のような結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　ノ
　　Ps6は、地上では高緯度地域で見られるが、地上のEVENTに対応して磁気圏市も同様に見られる。　地上でのイベント
は、ステーション間で波形がやや異なることが多いが、2っの人工衛星の間では波形が良く対応している。　地上のイベントと
磁気圏のイベントでは、イベント自体の対応は良いが、波形は磁気圏での方が高周波成分が多く、対応はあまり良くないように
見える。しかし、詳しく見るとPs6成分が対応しているのがわかる。　又、磁気圏と地上とでは、やはりfield　lineが近い
ものが良く対応している。　｛GOES2－GI臨LYN　GOES3－FSP・FSMなど）
　　磁気圏でのPs6　EVENTは、　midnight田eridianに近い方が、より早く始まり、GOES2とGOES3とではUTで見る
と8hourを境にして、それより前ではGOES2が早く、後ではGOES3が先に始まっている。時間差は長いもので10分ぐらい
である。　磁気圏において西側（GOES3）の方が先にEVENTが始まったときは、地上でも西側のステーションが早く始まって
おり、磁気圏で東側（GOES2）が早いときは、地上でも東側のステーションから先に始まっている。　磁気圏と地上を比べる
と、だいたい磁気圏の方が数分早くイベントが始まるが、衛星の遅い方よりは、地上のステーションの早い所の方が早くイベン
トが始まる場合が多い。
　　地上で観測されるPs6は、ほぼ各成分で見られるが、　D成分はトレンドもなく波形もキレイなことが多く、Ps6の本質を表
わしている。そういった意味で特長的である。（振幅自体は、それほど違いはない。）　一方、磁気圏のGOESでは、　HN・HE
成分に見られることが多い。
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Pc3－5脈動に伴うCNA脈動
　　　　　　　樋口喜啓　　渋谷仙吉　　佐藤夏雄
　　　　　　（山形大工）　（山形大理）　（極地研）
　　1．はじめに　磁気圏内における粒子・　又、Pc3－5脈動とCNA脈動間の位相差
波動相互作用を解明するうえで重要と考えら　に直線的な周波数依存性がみられ、CNA脈
れる高エネルギー電子の降下に伴って生ずる　動に対してPc3－5脈動が遅れて地表へ伝
CNA脈動とPc3－5脈動との相互相関解搬してくることが確かめられた。
析および偏波特性の解析をおこなった。地磁一　　相関係数が0．5以上のデ
気活動度が高く、Pc3－5脈動の活発な午　一タについて、Q値，偏波度，偏波の主軸の
前側には、CNA脈動も多く観測された。　　方向、偏平度を調べた。　（第2図）　一般に
1981年4月一1982年1月までの観測Pc5脈動の強度はPc3脈動よりも大きく
データのなかから、Pc3－5脈動に伴うC　、Q値はPc3脈動の方が大きい。偏波度に
NA脈動を選びだし解析を試みた。（1，2）　関しては周波数依存性がなく、主軸の向きは
2．位相および相関関係　CNA脈動とPc　負の場合が多いことがわかる。又、偏平度は
3－5脈動のH，D成分との相関関係を調べ負（LH：左回り）の特性を持つこともわか
るために、それぞれの成分ごとに相関係数が　った。
0．5以上の場合について比較した。少くな　　　　　　　参　考　文　献
くとも調べたデータに関する限りは、Pc5　（1）CNAPulsationと関連現象　　（渋谷
脈動のH成分とCNA脈動は相関がよいこと　仙吉，佐藤夏雄）第6回極域における電離圏
が多く、他方Pc3脈動のD成分とCNA脈磁気圏総合観測シンポジウム講演要旨
動の相関がよいことがわかった。　（第1図）　（1983）p．19．（2）Pc3脈動に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伴うCNA，VLF放射　mdulation　（佐
　　　　　　H－CNA　　　　　　　　　藤夏雄．渋谷仙吉，樋口喜啓）第7回極域に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おける電離圏磁気圏総合観測シンポジゥム講?????
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